
(57)【要約】

　【課題】締回収処理時に、全金種紙幣について識別計

数した後に回収し、機体11の後面側から取り出せる循環

式紙幣入出金機を提供する。

　【解決手段】第１～第３金種紙幣用スタッカ21，22，

23から千円、万円および五千円の紙幣を順に紙幣搬送路

26に繰り出して識別する。識別の結果、正規の紙幣は補

充回収紙幣収納部19、第１および第２金種紙幣用スタッ

カ21，23へ回収し、リジェクト紙幣は顧客用操作口部17

へ一時保留する。全金種の締回収処理後、顧客用操作口

部17からリジェクト紙幣を紙幣搬送路26に繰り出し、空

の第３金種紙幣用スタッカ23へ移しかえる。第３金種紙

幣用スタッカ23のリジェクト紙幣を紙幣搬送路26へ１枚

ずつ繰り出して再識別する。再識別の結果、正規の紙幣

は対応する補充回収紙幣収納部19、第１および第２金種

紙幣用スタッカ21，22へ回収し、リジェクト紙幣はリジ

ェクト紙幣収納部20へ回収する。

　【選択図】図１

JP 2006-127131 A 2006.5.18



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 機 体 の 後 面 側 に 上 部 か ら 下 部 に 向 け て 、 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 、
紙 幣 の 繰 込 み と 繰 出 し と が 可 能 な 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 、 紙 幣 の 繰 込 み と 繰 出 し と が 可
能 な 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ を 設 け 、 こ れ ら 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部
、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ に 収 納 さ れ る 紙 幣 を 機 体 の 後 面 側 か
ら 取 出 可 能 と し 、
　 機 体 の 前 面 側 上 部 域 に 出 金 紙 幣 の 取 出 し が 可 能 な 出 金 口 部 機 能 と 入 金 紙 幣 の 挿 入 が 可 能
な 入 金 口 部 機 能 と を 有 す る 顧 客 用 操 作 口 部 を 設 け る と と も に 、 機 体 の 前 面 側 下 部 域 に 紙 幣
の 繰 込 み と 繰 出 し と が 可 能 な 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ を 設 け 、
　 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 、 第 ２ 金 種 紙 幣
用 ス タ ッ カ の 各 前 面 側 と 顧 客 用 操 作 口 部 お よ び 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 各 後 面 側 と の 間
の 前 後 空 間 域 、 お よ び 顧 客 用 操 作 口 部 の 下 方 で 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 上 方 の 上 下 空 間
域 に 、 紙 幣 を 搬 送 お よ び 識 別 す る 正 逆 搬 送 可 能 な 紙 幣 搬 送 路 を 設 け 、
　 紙 幣 の 補 充 処 理 、 入 金 処 理 、 出 金 処 理 、 締 回 収 処 理 を 制 御 す る 制 御 部 を 具 備 し 、
　 制 御 部 は 、
　 締 回 収 処 理 時 に 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の う ち の 一 方 か ら 紙 幣 を 繰 り 出 し
て 紙 幣 搬 送 路 で 識 別 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 空 状 態 に あ る 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 す る と
と も に 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 し 、 繰 出 中 の 一 方 の ス タ ッ カ を 空
に す る 第 １ 制 御 ス テ ッ プ と 、
　 第 １ 制 御 ス テ ッ プ に 続 い て 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の う ち の 他 方 か ら 紙 幣
を 繰 り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 で 識 別 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 前 回 空 に な っ た 一 方 の ス タ ッ カ へ 回
収 す る と と も に 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 し 、 繰 出 中 の 他 方 の ス タ
ッ カ を 空 に す る 第 ２ 制 御 ス テ ッ プ と 、
　 第 ２ 制 御 ス テ ッ プ に 続 い て 、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 紙 幣 を 繰 り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 で
識 別 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 前 回 空 に な っ た 他 方 の ス タ ッ カ へ 回 収 す る と と も に 、 リ ジ ェ ク
ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 し 、 繰 出 中 の 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ を 空 に す る 第
３ 制 御 ス テ ッ プ と を 備 え 、
　 こ れ ら 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の 各 制 御 ス テ ッ プ を 通 じ て 、 第 １ 金 種 紙 幣 、 第 ２ 金 種 紙 幣 、 第
３ 金 種 紙 幣 は 識 別 計 数 後 に 金 種 別 に 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ
ッ カ へ 回 収 し 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 さ せ る
　 こ と を 特 徴 と す る 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 機 体 の 後 面 側 で 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 の 上 部 に は 顧 客 用 操 作 口 部 に 取 り 忘 れ た 紙 幣 を 回 収
収 納 す る 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 を 設 け 、
　 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の い ず れ か １ つ は 第 ４ 金 種 紙 幣 も 含 ん で ２ 金 種 混
在 収 納 す る 繰 込 み と 繰 出 し と が 可 能 な ２ 金 種 混 在 収 納 用 ス タ ッ カ と し 、
　 制 御 部 は 、 ２ 金 種 混 在 収 納 用 ス タ ッ カ の 紙 幣 の 締 回 収 処 理 時 に 、 ２ 金 種 混 在 収 納 用 ス タ
ッ カ の 紙 幣 を 繰 り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 で 識 別 し 、 ２ 金 種 混 在 紙 幣 の う ち の 一 方 の 金 種 紙 幣 は
空 状 態 に あ る 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の
い ず れ か １ つ へ 回 収 す る と と も に 、 ２ 金 種 混 在 紙 幣 の う ち の 他 方 の 金 種 紙 幣 は 取 忘 れ 紙 幣
収 納 部 へ 回 収 し 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 す る こ と に よ り 、 第 １ 金
種 紙 幣 、 第 ２ 金 種 紙 幣 、 第 ３ 金 種 紙 幣 、 第 ４ 金 種 紙 幣 は 識 別 計 数 後 に 金 種 別 に 補 充 回 収 紙
幣 収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 、 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 し 、 リ ジ ェ ク ト
紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 さ せ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 機 体 の 後 面 側 に 上 部 か ら 下 部 に 向 け て 、 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 、
紙 幣 の 繰 込 み と 繰 出 し と が 可 能 な 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 、 紙 幣 の 繰 込 み と 繰 出 し と が 可
能 な 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ を 設 け 、 こ れ ら 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-127131 A 2006.5.18



、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ は 機 体 の 後 面 側 か ら 紙 幣 を 取 出 可 能
と し 、
　 機 体 の 前 面 側 上 部 域 に 出 金 紙 幣 の 取 出 し が 可 能 な 出 金 口 部 機 能 と 入 金 紙 幣 の 挿 入 が 可 能
な 入 金 口 部 機 能 と を 有 す る 顧 客 用 操 作 口 部 を 設 け る と と も に 、 機 体 の 前 面 側 下 部 域 に 紙 幣
の 繰 込 み と 繰 出 し と が 可 能 な 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ を 設 け 、
　 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 、 第 ２ 金 種 紙 幣
用 ス タ ッ カ の 各 前 面 側 と 顧 客 用 操 作 口 部 お よ び 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 各 後 面 側 と の 間
の 前 後 空 間 域 、 お よ び 顧 客 用 操 作 口 部 の 下 方 で 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 上 方 の 上 下 空 間
域 に 、 紙 幣 を 搬 送 お よ び 識 別 す る 正 逆 搬 送 可 能 な 紙 幣 搬 送 路 を 設 け 、
　 紙 幣 の 補 充 処 理 、 入 金 処 理 、 出 金 処 理 、 締 回 収 処 理 を 制 御 す る 制 御 部 を 具 備 し 、
　 制 御 部 は 、
　 締 回 収 処 理 時 に 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の う ち の 一 方 か ら 紙 幣 を 繰 り 出 し
て 紙 幣 搬 送 路 で 識 別 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 空 状 態 に あ る 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 す る と
と も に 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 一 時 保 留 部 と し て 機 能 さ せ る 顧 客 用 操 作 口 部 へ
一 時 保 留 し 、 繰 出 中 の 一 方 の ス タ ッ カ を 空 に す る 第 １ 制 御 ス テ ッ プ と 、
　 第 １ 制 御 ス テ ッ プ に 続 い て 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の う ち の 他 方 か ら 紙 幣
を 繰 り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 で 識 別 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 前 回 空 に な っ た 一 方 の ス タ ッ カ へ 回
収 す る と と も に 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 一 時 保 留 部 と し て 機 能 さ せ る 顧 客 用 操
作 口 部 へ 一 時 保 留 し 、 繰 出 中 の 他 方 の ス タ ッ カ を 空 に す る 第 ２ 制 御 ス テ ッ プ と 、
　 第 ２ 制 御 ス テ ッ プ に 続 い て 、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 紙 幣 を 繰 り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 で
識 別 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 前 回 空 に な っ た 他 方 の ス タ ッ カ へ 回 収 す る と と も に 、 リ ジ ェ ク
ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 一 時 保 留 部 と し て 機 能 さ せ る 顧 客 用 操 作 口 部 へ 一 時 保 留 し 、 繰 出
中 の 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ を 空 に す る 第 ３ 制 御 ス テ ッ プ と 、
　 全 金 種 の 締 回 収 処 理 完 了 後 、 各 金 種 毎 の 締 回 収 処 理 完 了 後 、 あ る い は 顧 客 用 操 作 口 部 の
回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 量 が 所 定 量 に な っ た と き の い ず れ か で 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 顧 客 用 操
作 口 部 か ら 繰 り 出 し て 空 の 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ へ 移 し か え 、 こ の 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ
ッ カ か ら 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を １ 枚 ず つ 繰 り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 で 再 識 別 し 、 正 規 の 金 種 紙
幣 は 対 応 す る 金 種 紙 幣 を 回 収 し た 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ
カ へ 回 収 し 、 再 度 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 と 識 別 さ れ た リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ
回 収 す る 第 ４ 制 御 ス テ ッ プ と を 備 え 、
　 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ の 各 制 御 ス テ ッ プ を 通 じ て 、 第 １ 金 種 紙 幣 、 第 ２ 金 種 紙 幣 、 第
３ 金 種 紙 幣 は 識 別 計 数 後 に 金 種 別 に 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ
ッ カ へ 回 収 し 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 さ せ る
　 こ と を 特 徴 と す る 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 機 体 の 後 面 側 で 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 の 上 部 に は 顧 客 用 操 作 口 部 に 取 り 忘 れ た 紙 幣 を 回 収
収 納 す る 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 を 設 け 、
　 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の い ず れ か １ つ は 第 ４ 金 種 紙 幣 も 含 ん で ２ 金 種 混
在 収 納 す る 繰 込 み と 繰 出 し と が 可 能 な ２ 金 種 混 在 収 納 用 ス タ ッ カ と し 、
　 制 御 部 は 、
　 ２ 金 種 混 在 収 納 用 ス タ ッ カ の 紙 幣 の 締 回 収 処 理 時 に 、 ２ 金 種 混 在 収 納 用 ス タ ッ カ の 紙 幣
を 繰 り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 で 識 別 し 、 ２ 金 種 混 在 紙 幣 の う ち の 一 方 の 金 種 紙 幣 は 空 状 態 に あ
る 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の い ず れ か １
つ へ 回 収 す る と と も に 、 ２ 金 種 混 在 紙 幣 の う ち の 他 方 の 金 種 紙 幣 は 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 へ 回
収 し 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 一 時 保 留 部 と し て 機 能 さ せ る 顧 客 用 操 作 口 部 へ 一
時 保 留 し 、
　 全 金 種 の 締 回 収 処 理 完 了 後 、 各 金 種 毎 の 締 回 収 処 理 完 了 後 、 あ る い は 顧 客 用 操 作 口 部 の
回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 量 が 所 定 量 に な っ た と き の い ず れ か で 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 顧 客 用 操
作 口 部 か ら 繰 り 出 し て 空 の 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ へ 移 し か え 、 こ の 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ
ッ カ か ら 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を １ 枚 ず つ 繰 り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 で 再 識 別 し 、 正 規 の 金 種 紙
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幣 は 対 応 す る 金 種 紙 幣 を 回 収 す る 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ
カ 、 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 し 、 再 度 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 と 識 別 さ れ た リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ
ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 す る こ と に よ り 、
　 第 １ 金 種 紙 幣 、 第 ２ 金 種 紙 幣 、 第 ３ 金 種 紙 幣 、 第 ４ 金 種 紙 幣 は 識 別 計 数 後 に 金 種 別 に 補
充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 、 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 し 、 リ
ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 さ せ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 制 御 部 は 、 第 １ 制 御 ス テ ッ プ で 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 紙 幣 を 繰 り 出 し て 正 規 の 金 種
紙 幣 を 空 状 態 に あ る 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 さ せ 、 第 ２ 制 御 ス テ ッ プ で 第 ２ 金 種 紙 幣 用
ス タ ッ カ の 紙 幣 を 繰 り 出 し て 正 規 の 金 種 紙 幣 を 空 に な っ た 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ へ 回 収
さ せ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ４ い ず れ か 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 。
【 請 求 項 ６ 】
　 機 体 の 後 面 側 で 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 の 上 部 に は 顧 客 用 操 作 口 部 に 取 り 忘 れ た 紙 幣 を 回 収
収 納 す る 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 を 設 け 、
　 紙 幣 搬 送 路 は 、 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 、 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 、 第 １
金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ に 対 す る 機 体 の 各 前 面 側 の 面 と 顧 客 用 操 作
口 部 お よ び 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ に 対 す る 機 体 の 各 後 面 側 の 面 と の 間 の 前 後 空 間 域 、 お
よ び 顧 客 用 操 作 口 部 の 下 方 で 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 上 方 の 上 下 空 間 域 に 配 置 さ れ 、 ル
ー プ 状 搬 送 部 と 、 こ の ル ー プ 状 搬 送 部 か ら ル ー プ 外 へ 延 び る 複 数 の 外 方 通 路 部 と 、 ル ー プ
状 搬 送 部 お よ び 各 外 方 通 路 部 の 接 続 部 に 設 け ら れ る 複 数 の 分 岐 手 段 と 、 ル ー プ 状 搬 送 部 に
設 け ら れ る 紙 幣 識 別 手 段 を 有 し 、 複 数 の 仕 分 手 段 に は 三 方 向 切 換 機 構 を 備 え た 分 岐 手 段 が
含 ま れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ５ い ず れ か 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 。
【 請 求 項 ７ 】
　 顧 客 用 操 作 口 部 は 、 機 体 の 前 面 側 上 部 に 形 成 さ れ 機 体 の 前 面 側 か ら 出 金 紙 幣 の 取 出 し が
可 能 な 出 金 口 部 と 、 機 体 の 前 面 側 上 部 で あ っ て 出 金 口 部 の 下 部 位 置 に 形 成 さ れ 機 体 の 前 面
側 か ら 入 金 紙 幣 の 挿 入 が 可 能 な 入 金 口 部 と を 有 し 、
　 紙 幣 識 別 手 段 は 、 ル ー プ 状 搬 送 部 に お い て 顧 客 用 操 作 口 部 の 下 方 で 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ
ッ カ の 上 方 の 上 下 空 間 域 に 配 置 さ れ 、
　 外 方 通 路 部 群 は 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 と を 接 続 す る 正 逆 搬 送 可 能 な 補
充 回 収 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と 出 金 口 部 と を 接 続 す る 正 逆 搬 送 可 能 な 出 金
搬 送 部 、 出 金 搬 送 部 の 途 中 と 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 と を 接 続 す る 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 、
ル ー プ 状 搬 送 部 と 入 金 口 部 と を 接 続 す る 入 金 搬 送 部 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス
タ ッ カ と を 接 続 す る 正 逆 搬 送 可 能 な 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と
第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ と を 接 続 す る 正 逆 搬 送 可 能 な 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 、
ル ー プ 状 搬 送 部 と 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ と を 接 続 す る 正 逆 搬 送 可 能 な 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス
タ ッ カ 用 搬 送 部 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 と を 接 続 す る 正 逆 搬 送 可 能 な リ
ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 を 有 し 、
　 分 岐 手 段 群 は 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 と の 接 続 部 に 設 け ら れ る
第 １ の 分 岐 手 段 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と 出 金 搬 送 部 と の 接 続 部 に 設 け ら れ る 第 ２ の 分 岐 手 段 、
取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 と 出 金 搬 送 部 の 途 中 位 置 と の 接 続 部 に 設 け ら れ る 第 ３ の 分 岐 手
段 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と 入 金 搬 送 部 と の 接 続 部 に 設 け ら れ る 第 ４ の 分 岐 手 段 、 ル ー プ 状 搬 送
部 と 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 と の 接 続 部 に 設 け ら れ る 第 ５ の 分 岐 手 段 、 ル ー プ 状
搬 送 部 と 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 と の 接 続 部 に 設 け ら れ る 第 ６ の 分 岐 手 段 、 ル ー
プ 状 搬 送 部 と 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 と の 接 続 部 に 設 け ら れ る 第 ７ の 分 岐 手 段 、
ル ー プ 状 搬 送 部 と リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 と の 接 続 部 に 設 け ら れ る 第 ８ の 分 岐 手 段
を 有 し 、 こ れ ら 分 岐 手 段 の う ち 少 な く と も 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ６ 、 第 ７ 、 第 ８ の 分 岐 手 段 は 三
方 向 切 換 機 構 を 備 え る
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　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 。
【 請 求 項 ８ 】
　 三 方 向 切 換 機 構 は 、
　 紙 幣 を 直 進 搬 送 す る 直 進 搬 送 通 路 域 と こ の 直 進 搬 送 通 路 域 に 交 差 す る 交 差 搬 送 通 路 域 と
の 接 続 部 に 回 転 軸 に よ っ て 回 転 可 能 に 設 け ら れ 、 直 進 搬 送 ガ イ ド 面 お よ び 曲 折 方 向 ガ イ ド
面 を 有 す る ガ イ ド 部 材 と 、
　 回 転 軸 を 介 し て ガ イ ド 部 材 を 回 転 さ せ 、 ガ イ ド 部 材 の 直 進 搬 送 ガ イ ド 面 を 直 進 搬 送 通 路
域 に 対 向 さ せ る 第 １ 位 置 、 ガ イ ド 部 材 の 曲 折 方 向 ガ イ ド 面 を 直 進 搬 送 通 路 域 の 一 方 お よ び
交 差 搬 送 通 路 域 へ 向 け て 対 向 さ せ る 第 ２ 位 置 、 ガ イ ド 部 材 の 曲 折 方 向 ガ イ ド 面 を 直 進 搬 送
通 路 域 の 他 方 お よ び 交 差 搬 送 通 路 域 へ 向 け て 対 向 さ せ る 第 ３ 位 置 に 位 置 さ せ る パ ル ス モ ー
タ と を 備 え る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ま た は ７ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 。
【 請 求 項 ９ 】
　 機 体 の 後 面 側 に 上 部 か ら 下 部 に 向 け て 、 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 、
紙 幣 の 繰 込 み と 繰 出 し と が 可 能 な 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 、 紙 幣 の 繰 込 み と 繰 出 し と が 可
能 な 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ を 設 け 、 こ れ ら 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部
、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ は 機 体 の 後 面 側 か ら 紙 幣 を 取 出 可 能
と し 、
　 機 体 の 前 面 側 上 部 域 に 出 金 紙 幣 の 取 出 し が 可 能 な 出 金 口 部 機 能 と 入 金 紙 幣 の 挿 入 が 可 能
な 入 金 口 部 機 能 と を 有 す る 顧 客 用 操 作 口 部 を 設 け る と と も に 、 機 体 の 前 面 側 下 部 域 に 紙 幣
の 繰 込 み と 繰 出 し と が 可 能 な 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ を 設 け 、
　 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 、 第 ２ 金 種 紙 幣
用 ス タ ッ カ の 各 前 面 側 と 顧 客 用 操 作 口 部 お よ び 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 各 後 面 側 と の 間
の 前 後 空 間 域 、 お よ び 顧 客 用 操 作 口 部 の 下 方 で 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 上 方 の 上 下 空 間
域 に 、 紙 幣 を 搬 送 お よ び 識 別 す る 正 逆 搬 送 可 能 な 紙 幣 搬 送 路 を 設 け 、
　 紙 幣 搬 送 路 に は 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と 、 こ の ル ー プ 状 搬 送 部 か ら ル ー プ 外 へ 延 び る 複 数 の
外 方 通 路 部 と 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と 各 外 方 通 路 部 と の 各 接 続 部 に 設 け ら れ る 複 数 の 分 岐 手 段
と 、 ル ー プ 状 搬 送 部 に 設 け ら れ る 紙 幣 識 別 手 段 を 有 し 、 複 数 の 仕 分 手 段 は 三 方 向 切 換 機 構
を 備 え 、
　 外 方 通 路 部 に は 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 と を 接 続 す る 補 充 回 収 紙 幣 収 納
部 用 搬 送 部 を 備 え 、
　 ル ー プ 状 搬 送 部 と 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 と の 接 続 部 の 分 岐 手 段 に は 、 ル ー プ 状 搬
送 部 の 正 方 向 搬 送 、 逆 方 向 搬 送 の い ず れ の 場 合 も ル ー プ 状 搬 送 部 の 紙 幣 を 補 充 回 収 紙 幣 収
納 部 用 搬 送 部 へ 送 れ る 三 方 向 切 換 機 構 を 備 え 、
　 紙 幣 の 補 充 処 理 、 入 金 処 理 、 出 金 処 理 、 締 回 収 処 理 を 制 御 す る 制 御 部 を 具 備 し 、
　 制 御 部 は 、
　 締 回 収 処 理 時 に 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の う ち の 一 方 か ら 紙 幣 を 繰 り 出 し
て 紙 幣 搬 送 路 で 識 別 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 空 状 態 に あ る 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 す る と
と も に 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 一 時 保 留 部 と し て 機 能 さ せ る 顧 客 用 操 作 口 部 へ
一 時 保 留 し 、 繰 出 中 の 一 方 の ス タ ッ カ を 空 に す る 第 １ 制 御 ス テ ッ プ と 、
　 第 １ 制 御 ス テ ッ プ に 続 い て 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の う ち の 他 方 か ら 紙 幣
を 繰 り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 で 識 別 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 前 回 空 に な っ た 一 方 の ス タ ッ カ へ 回
収 す る と と も に 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 一 時 保 留 部 と し て 機 能 さ せ る 顧 客 用 操
作 口 部 へ 一 時 保 留 し 、 繰 出 中 の 他 方 の ス タ ッ カ を 空 に す る 第 ２ 制 御 ス テ ッ プ と 、
　 第 ２ 制 御 ス テ ッ プ に 続 い て 、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 紙 幣 を 繰 り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 で
識 別 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 前 回 空 に な っ た 他 方 の ス タ ッ カ へ 回 収 す る と と も に 、 リ ジ ェ ク
ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 一 時 保 留 部 と し て 機 能 さ せ る 顧 客 用 操 作 口 部 へ 一 時 保 留 し 、 繰 出
中 の 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ を 空 に す る 第 ３ 制 御 ス テ ッ プ と 、
　 全 金 種 の 締 回 収 処 理 完 了 後 、 各 金 種 毎 の 締 回 収 処 理 完 了 後 、 あ る い は 顧 客 用 操 作 口 部 の
回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 量 が 所 定 量 に な っ た と き の い ず れ か で 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 顧 客 用 操
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作 口 部 か ら 繰 り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 で 再 識 別 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 対 応 す る 金 種 紙 幣 を 回 収
し た 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ へ 回 収 し 、 再 度 リ ジ ェ ク ト
紙 幣 と 識 別 さ れ た リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 す る 第 ４ 制 御 ス テ ッ プ と
を 備 え 、
　 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ の 各 制 御 ス テ ッ プ を 通 じ て 、 第 １ 金 種 紙 幣 、 第 ２ 金 種 紙 幣 、 第
３ 金 種 紙 幣 は 識 別 計 数 後 に 金 種 別 に 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ
ッ カ へ 回 収 し 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 さ せ る
　 こ と を 特 徴 と す る 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 機 体 の 後 面 側 か ら 係 員 に よ り 紙 幣 の 補 充 と 回 収 と が 可 能 で 、 機 体 の 前 面 側 か
ら 顧 客 に よ り 入 金 紙 幣 の 挿 入 と 出 金 紙 幣 の 取 出 し と が 可 能 で 、 入 金 紙 幣 を 出 金 紙 幣 に 循 環
使 用 す る 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 で は 、 機 体 の 後 面 側 に 、 上 部 か ら 下 部 に 向 け て 、 補 充 回 収 部
、 第 １ の 回 収 部 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 回 収 部 、 第 ２ の 回 収 部 、 第 １ の ス タ ッ カ 部 が 設 け ら れ 、
ま た 、 機 体 の 前 面 側 に 、 上 部 位 置 に は 顧 客 が 入 金 紙 幣 の 挿 入 と 出 金 紙 幣 の 取 出 し を す る 顧
客 用 操 作 口 部 と し て の 出 金 口 部 お よ び 入 金 口 部 が 設 け ら れ 、 下 部 位 置 に は 第 ２ の ス タ ッ カ
部 が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 補 充 処 理 、 入 金 処 理 、 出 金 処 理 、 回 収 処 理 を 可 能 と す る た め
、 必 要 に 応 じ 各 部 を 接 続 す る 紙 幣 搬 送 路 が 設 け ら れ て い る 。 こ の 紙 幣 搬 送 路 は 、 紙 幣 を 一
方 方 向 搬 送 す る 構 成 と さ れ 、 こ の 一 方 方 向 搬 送 通 路 途 上 に は 紙 幣 の 真 偽 、 金 種 な ど を 識 別
す る 識 別 部 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ し て 、 補 充 処 理 時 に は 、 補 充 回 収 部 に 補 充 収 納 さ れ た 紙 幣 （ 出 金 金 種 と し て の 千 円 紙
幣 お よ び 万 円 紙 幣 ） を 繰 り 出 し 、 識 別 部 を 有 す る 紙 幣 搬 送 路 を 通 じ て 、 万 円 紙 幣 は 第 １ の
ス タ ッ カ 部 へ 収 納 し 、 千 円 紙 幣 は 第 ２ の ス タ ッ カ 部 へ 収 納 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 出 金 処 理 時 に は 、 出 金 に 必 要 な 第 １ の ス タ ッ カ 部 ま た は 第 ２ の ス タ ッ カ か ら 、 必 要 枚 数
の 万 円 紙 幣 ま た は 千 円 紙 幣 を 繰 り 出 し 、 識 別 部 を 有 す る 紙 幣 搬 送 路 を 通 じ て 、 正 規 紙 幣 は
出 金 口 部 へ 送 り 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 回 収 部 へ 送 る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 入 金 処 理 時 は 、 正 規 の 千 円 紙 幣 、 ５ 千 円 紙 幣 、 万 円 紙 幣 の 入 金 が 可 能 で 、 入 金 口 部 に 装
填 さ れ た 紙 幣 を 繰 込 み 、 識 別 部 を 有 す る 紙 幣 搬 送 路 を 通 じ て 、 正 規 の 万 円 紙 幣 は 第 １ の ス
タ ッ カ 部 へ 送 り 、 正 規 の 千 円 紙 幣 は 第 ２ の ス タ ッ カ へ 送 り 、 正 規 の ５ 千 円 紙 幣 は 第 ２ の 回
収 部 へ 送 り 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は 出 金 口 部 へ 送 る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 回 収 処 理 時 は 、 ま ず 、 第 １ の ス タ ッ カ 部 の 万 円 紙 幣 を 繰 り 出 し 、 識 別 部 を 有 す る 紙 幣 搬
送 路 を 通 じ て 、 正 規 の 万 円 紙 幣 は 識 別 計 数 し た 後 、 回 収 専 用 の 第 １ の 回 収 部 へ 回 収 収 納 す
る 。 次 に 、 第 ２ の ス タ ッ カ 部 の 千 円 紙 幣 を 繰 り 出 し 、 識 別 部 を 有 す る 紙 幣 搬 送 路 を 通 じ て
、 正 規 の 千 円 紙 幣 は 識 別 計 数 し た 後 、 紙 幣 補 充 回 収 部 へ 回 収 収 納 す る 。 こ の よ う に し て 、
千 円 紙 幣 は 識 別 計 数 し た 後 に 機 体 の 後 面 側 の 紙 幣 補 充 回 収 部 か ら 取 り 出 せ 、 万 円 紙 幣 は 識
別 計 数 し た 後 に 機 体 の 後 面 側 の 回 収 専 用 の 第 １ の 回 収 部 か ら 取 り 出 せ る 。 ま た 、 リ ジ ェ ク
ト 紙 幣 は 機 体 の 後 面 側 の リ ジ ェ ク ト 紙 幣 回 収 部 か ら 取 り 出 せ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 と こ ろ が 、 ５ 千 円 紙 幣 は 、 入 金 処 理 時 に 第 ２ の 回 収 部 へ 収 納 し て お り 、 識 別 計 数 す る こ
と な く 機 体 の 後 面 側 か ら 取 り 出 せ る よ う に な っ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ９ ６ ４ ４ ０ 号 公 報 （ 第 １ １ － １ ７ 頁 、 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 で は 、 紙 幣 搬 送 路 が 一 方 方 向 搬 送 す る 構 成 で
あ る こ と 、 お よ び 万 円 紙 幣 の 回 収 部 を 機 体 の 後 面 側 に 設 け な け れ ば な ら な い こ と か ら 、 万
円 紙 幣 の 回 収 専 用 の 第 １ の 回 収 部 を 設 け ざ る を 得 ず 、 機 体 の 高 さ が 高 く な る 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 第 ２ の 回 収 部 と 紙 幣 搬 送 路 と の 接 続 関 係 が 、 紙 幣 搬 送 路 か ら 第 ２ の 回 収 部 へ の 紙
幣 の 送 り 込 み の み が で き る 構 成 と な っ て お り 、 第 ２ の 回 収 部 の ５ 千 円 紙 幣 は 識 別 計 数 さ れ
る こ と な く そ の ま ま 第 ２ の 回 収 部 か ら 手 で 取 り 出 さ ね ば な ら な い 。 そ の た め 、 第 ２ の 回 収
部 か ら 取 り 出 さ れ た ５ 千 円 紙 幣 は 、 回 収 処 理 の た め に 、 そ の 後 、 紙 幣 の 識 別 計 数 作 業 を 必
要 と し 、 処 理 に 手 間 お よ び 時 間 を 要 す る 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 紙 幣 搬 送 路 は 、 一 方 方 向 搬 送 に よ っ て 各 部 に 搬 送 す る 必 要 が あ る た め に 、 紙 幣 搬
送 路 の 経 路 が 複 雑 に な り 、 紙 幣 の 搬 送 に 時 間 が か か る 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 点 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 機 体 の 高 さ を 低 く で き 、 回 収 す る 全 て
の 紙 幣 に つ い て 識 別 計 数 し た 後 に 回 収 で き 、 紙 幣 搬 送 路 を コ ン パ ク ト に で き る 循 環 式 紙 幣
入 出 金 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 は 、 機 体 の 後 面 側 に 上 部 か ら 下 部 に 向 け て 、 補 充 回
収 紙 幣 収 納 部 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 、 紙 幣 の 繰 込 み と 繰 出 し と が 可 能 な 第 １ 金 種 紙 幣 用
ス タ ッ カ 、 紙 幣 の 繰 込 み と 繰 出 し と が 可 能 な 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ を 設 け 、 こ れ ら 補 充
回 収 紙 幣 収 納 部 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ
ッ カ に 収 納 さ れ る 紙 幣 を 機 体 の 後 面 側 か ら 取 出 可 能 と し 、 機 体 の 前 面 側 上 部 域 に 出 金 紙 幣
の 取 出 し が 可 能 な 出 金 口 部 機 能 と 入 金 紙 幣 の 挿 入 が 可 能 な 入 金 口 部 機 能 と を 有 す る 顧 客 用
操 作 口 部 を 設 け る と と も に 、 機 体 の 前 面 側 下 部 域 に 紙 幣 の 繰 込 み と 繰 出 し と が 可 能 な 第 ３
金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ を 設 け 、 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 、 第 １ 金 種 紙 幣
用 ス タ ッ カ 、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 各 前 面 側 と 顧 客 用 操 作 口 部 お よ び 第 ３ 金 種 紙 幣 用
ス タ ッ カ の 各 後 面 側 と の 間 の 前 後 空 間 域 、 お よ び 顧 客 用 操 作 口 部 の 下 方 で 第 ３ 金 種 紙 幣 用
ス タ ッ カ の 上 方 の 上 下 空 間 域 に 、 紙 幣 を 搬 送 お よ び 識 別 す る 正 逆 搬 送 可 能 な 紙 幣 搬 送 路 を
設 け 、 紙 幣 の 補 充 処 理 、 入 金 処 理 、 出 金 処 理 、 締 回 収 処 理 を 制 御 す る 制 御 部 を 具 備 し 、 制
御 部 は 、 締 回 収 処 理 時 に 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の う ち の 一 方 か ら 紙 幣 を 繰
り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 で 識 別 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 空 状 態 に あ る 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 へ 回 収
す る と と も に 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 し 、 繰 出 中 の 一 方 の ス タ ッ
カ を 空 に す る 第 １ 制 御 ス テ ッ プ と 、 第 １ 制 御 ス テ ッ プ に 続 い て 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣
用 ス タ ッ カ の う ち の 他 方 か ら 紙 幣 を 繰 り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 で 識 別 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 前
回 空 に な っ た 一 方 の ス タ ッ カ へ 回 収 す る と と も に 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納
部 へ 回 収 し 、 繰 出 中 の 他 方 の ス タ ッ カ を 空 に す る 第 ２ 制 御 ス テ ッ プ と 、 第 ２ 制 御 ス テ ッ プ
に 続 い て 、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 紙 幣 を 繰 り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 で 識 別 し 、 正 規 の 金 種
紙 幣 は 前 回 空 に な っ た 他 方 の ス タ ッ カ へ 回 収 す る と と も に 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト
紙 幣 収 納 部 へ 回 収 し 、 繰 出 中 の 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ を 空 に す る 第 ３ 制 御 ス テ ッ プ と を
備 え 、 こ れ ら 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の 各 制 御 ス テ ッ プ を 通 じ て 、 第 １ 金 種 紙 幣 、 第 ２ 金 種 紙 幣
、 第 ３ 金 種 紙 幣 は 識 別 計 数 後 に 金 種 別 に 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用
ス タ ッ カ へ 回 収 し 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 制 御 部 に よ る 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の 各 制 御 ス テ ッ プ を 通 じ て 、 第 １ 金 種 紙 幣 、 第
２ 金 種 紙 幣 、 第 ３ 金 種 紙 幣 を 識 別 計 数 後 に 金 種 別 に 機 体 の 後 面 側 か ら 紙 幣 を 取 り 出 せ る 補
充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ へ 回 収 し 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 機 体
の 後 面 側 か ら 紙 幣 が 取 り 出 せ る リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 す る こ と に よ り 、 回 収 専 用 の
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回 収 部 を 機 体 の 後 面 側 に 設 け る 必 要 が な く 機 体 の 高 さ が 低 く な り 、 さ ら に 、 回 収 す る 第 １
な い し 第 ３ 金 種 紙 幣 に つ い て 識 別 計 数 し た 後 に 回 収 で き て 回 収 後 の 識 別 計 数 作 業 の 手 間 や
時 間 が 省 く こ と が 可 能 と な り 、 し か も 、 紙 幣 搬 送 路 を 正 逆 搬 送 可 能 に 構 成 す る こ と に よ り
、 紙 幣 の 搬 送 方 向 を 自 由 に 選 択 で き て 好 適 な 搬 送 形 態 を 採 る こ と が 可 能 と な り 、 回 収 専 用
の 回 収 部 を 設 け る 必 要 が な い こ と も 相 ま っ て 紙 幣 搬 送 路 が コ ン パ ク ト に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 に お い て 、
機 体 の 後 面 側 で 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 の 上 部 に は 顧 客 用 操 作 口 部 に 取 り 忘 れ た 紙 幣 を 回 収 収
納 す る 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 を 設 け 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の い ず れ か １ つ は
第 ４ 金 種 紙 幣 も 含 ん で ２ 金 種 混 在 収 納 す る 繰 込 み と 繰 出 し と が 可 能 な ２ 金 種 混 在 収 納 用 ス
タ ッ カ と し 、 制 御 部 は 、 ２ 金 種 混 在 収 納 用 ス タ ッ カ の 紙 幣 の 締 回 収 処 理 時 に 、 ２ 金 種 混 在
収 納 用 ス タ ッ カ の 紙 幣 を 繰 り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 で 識 別 し 、 ２ 金 種 混 在 紙 幣 の う ち の 一 方 の
金 種 紙 幣 は 空 状 態 に あ る 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 、 第 ２ 金 種 紙 幣 用
ス タ ッ カ の い ず れ か １ つ へ 回 収 す る と と も に 、 ２ 金 種 混 在 紙 幣 の う ち の 他 方 の 金 種 紙 幣 は
取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 し 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 す る こ と に よ
り 、 第 １ 金 種 紙 幣 、 第 ２ 金 種 紙 幣 、 第 ３ 金 種 紙 幣 、 第 ４ 金 種 紙 幣 は 識 別 計 数 後 に 金 種 別 に
補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 、 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 し 、
リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ し て 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の い ず れ か １ つ で あ る ２ 金 種 混 在 収 納 用
ス タ ッ カ に 第 ４ 金 種 紙 幣 も 含 ん で ２ 金 種 混 在 収 納 す る こ と に よ り 、 ４ 金 種 の 紙 幣 を 処 理 可
能 と な る と と も に 、 締 回 収 処 理 時 に は 、 こ れ ら 第 １ 金 種 紙 幣 、 第 ２ 金 種 紙 幣 、 第 ３ 金 種 紙
幣 、 第 ４ 金 種 紙 幣 を 識 別 計 数 後 に 金 種 別 に 機 体 の 後 面 側 か ら 紙 幣 を 取 り 出 せ る 補 充 回 収 紙
幣 収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 、 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 す る こ と に よ り
、 識 別 計 数 後 の ４ 金 種 の 紙 幣 を 同 時 に 回 収 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 は 、 機 体 の 後 面 側 に 上 部 か ら 下 部 に 向 け て 、 補 充 回
収 紙 幣 収 納 部 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 、 紙 幣 の 繰 込 み と 繰 出 し と が 可 能 な 第 １ 金 種 紙 幣 用
ス タ ッ カ 、 紙 幣 の 繰 込 み と 繰 出 し と が 可 能 な 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ を 設 け 、 こ れ ら 補 充
回 収 紙 幣 収 納 部 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ
ッ カ は 機 体 の 後 面 側 か ら 紙 幣 を 取 出 可 能 と し 、 機 体 の 前 面 側 上 部 域 に 出 金 紙 幣 の 取 出 し が
可 能 な 出 金 口 部 機 能 と 入 金 紙 幣 の 挿 入 が 可 能 な 入 金 口 部 機 能 と を 有 す る 顧 客 用 操 作 口 部 を
設 け る と と も に 、 機 体 の 前 面 側 下 部 域 に 紙 幣 の 繰 込 み と 繰 出 し と が 可 能 な 第 ３ 金 種 紙 幣 用
ス タ ッ カ を 設 け 、 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ
、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 各 前 面 側 と 顧 客 用 操 作 口 部 お よ び 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の
各 後 面 側 と の 間 の 前 後 空 間 域 、 お よ び 顧 客 用 操 作 口 部 の 下 方 で 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の
上 方 の 上 下 空 間 域 に 、 紙 幣 を 搬 送 お よ び 識 別 す る 正 逆 搬 送 可 能 な 紙 幣 搬 送 路 を 設 け 、 紙 幣
の 補 充 処 理 、 入 金 処 理 、 出 金 処 理 、 締 回 収 処 理 を 制 御 す る 制 御 部 を 具 備 し 、 制 御 部 は 、 締
回 収 処 理 時 に 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の う ち の 一 方 か ら 紙 幣 を 繰 り 出 し て 紙
幣 搬 送 路 で 識 別 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 空 状 態 に あ る 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 す る と と も
に 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 一 時 保 留 部 と し て 機 能 さ せ る 顧 客 用 操 作 口 部 へ 一 時
保 留 し 、 繰 出 中 の 一 方 の ス タ ッ カ を 空 に す る 第 １ 制 御 ス テ ッ プ と 、 第 １ 制 御 ス テ ッ プ に 続
い て 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の う ち の 他 方 か ら 紙 幣 を 繰 り 出 し て 紙 幣 搬 送 路
で 識 別 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 前 回 空 に な っ た 一 方 の ス タ ッ カ へ 回 収 す る と と も に 、 リ ジ ェ
ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 一 時 保 留 部 と し て 機 能 さ せ る 顧 客 用 操 作 口 部 へ 一 時 保 留 し 、 繰
出 中 の 他 方 の ス タ ッ カ を 空 に す る 第 ２ 制 御 ス テ ッ プ と 、 第 ２ 制 御 ス テ ッ プ に 続 い て 、 第 ３
金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 紙 幣 を 繰 り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 で 識 別 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 前 回 空 に
な っ た 他 方 の ス タ ッ カ へ 回 収 す る と と も に 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 一 時 保 留 部
と し て 機 能 さ せ る 顧 客 用 操 作 口 部 へ 一 時 保 留 し 、 繰 出 中 の 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ を 空 に
す る 第 ３ 制 御 ス テ ッ プ と 、 全 金 種 の 締 回 収 処 理 完 了 後 、 各 金 種 毎 の 締 回 収 処 理 完 了 後 、 あ
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る い は 顧 客 用 操 作 口 部 の 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 量 が 所 定 量 に な っ た と き の い ず れ か で 、 リ
ジ ェ ク ト 紙 幣 を 顧 客 用 操 作 口 部 か ら 繰 り 出 し て 空 の 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ へ 移 し か え 、
こ の 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ か ら 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を １ 枚 ず つ 繰 り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 で
再 識 別 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 対 応 す る 金 種 紙 幣 を 回 収 し た 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ お よ
び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ へ 回 収 し 、 再 度 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 と 識 別 さ れ た リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は
リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 す る 第 ４ 制 御 ス テ ッ プ と を 備 え 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ の
各 制 御 ス テ ッ プ を 通 じ て 、 第 １ 金 種 紙 幣 、 第 ２ 金 種 紙 幣 、 第 ３ 金 種 紙 幣 は 識 別 計 数 後 に 金
種 別 に 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ へ 回 収 し 、 リ ジ ェ ク ト 紙
幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ し て 、 制 御 部 に よ る 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ の 各 制 御 ス テ ッ プ を 通 じ て 、 第 １ 金 種 紙
幣 、 第 ２ 金 種 紙 幣 、 第 ３ 金 種 紙 幣 を 識 別 計 数 後 に 金 種 別 に 機 体 の 後 面 側 か ら 紙 幣 を 取 り 出
せ る 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ へ 回 収 し 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣
を 機 体 の 後 面 側 か ら 紙 幣 が 取 り 出 せ る リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 す る こ と に よ り 、 回 収
専 用 の 回 収 部 を 機 体 の 後 面 側 に 設 け る 必 要 が な く 機 体 の 高 さ が 低 く な り 、 さ ら に 、 回 収 す
る 第 １ な い し 第 ３ 金 種 紙 幣 に つ い て 識 別 計 数 し た 後 に 回 収 で き て 回 収 後 の 識 別 計 数 作 業 の
手 間 や 時 間 を 省 く こ と が 可 能 と な り 、 し か も 、 紙 幣 搬 送 路 を 正 逆 搬 送 可 能 に 構 成 す る こ と
に よ り 、 紙 幣 の 搬 送 方 向 を 自 由 に 選 択 で き て 好 適 な 搬 送 形 態 を 採 る こ と が 可 能 と な り 、 回
収 専 用 の 回 収 部 を 設 け る 必 要 が な い こ と も 相 ま っ て 紙 幣 搬 送 路 が コ ン パ ク ト に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 に つ い て は 再 識 別 し 、 再 識 別 の 結 果 、 正 規 の 金 種 紙 幣 と 識 別 さ れ
た 紙 幣 は 対 応 す る 金 種 紙 幣 を 回 収 し た 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス
タ ッ カ へ 回 収 す る の で 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ の リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 回 収 量 を 減 ら せ 、 紙
幣 リ ジ ェ ク ト 率 を 下 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 特 に 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 中 に は 傾 行 姿 勢 （ 搬 送 方 向 に 対 し て 傾 い た 搬 送 姿 勢 ） と か 連 鎖
姿 勢 （ 搬 送 方 向 の 先 行 紙 幣 と 後 行 紙 幣 と が 異 常 接 近 し た り 一 部 重 な っ た り し た 搬 送 姿 勢 ）
で 搬 送 さ れ 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 と し て 識 別 さ れ る 紙 幣 が 大 半 で 、 紙 幣 自 身 は 正 規 の 金 種 紙 幣
で あ る こ と が 多 い 。 そ の た め 、 従 来 は 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 の リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 回 収 時
に は 、 係 員 が リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を １ 枚 ず つ 目 視 確 認 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 区 分 け 済 み の 正 規
の 金 種 紙 幣 に 加 え 、 計 数 値 に も 加 算 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ う し た リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は 、 従 来 、 再 識 別 し な い で リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 し て い
た の で 、 係 員 の 目 視 確 認 に よ る リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 区 分 け 作 業 、 す な わ ち 正 規 の 金 種 紙 幣 か
本 当 の リ ジ ェ ク ト 紙 幣 か の 区 分 け 作 業 に 時 間 と 労 力 を 要 し て い た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ う し た リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 区 分 け 作 業 に つ い て 、 係 員 に よ る 時 間 と 労 力 を 低 減 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 は 、 請 求 項 ３ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 に お い て 、
機 体 の 後 面 側 で 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 の 上 部 に は 顧 客 用 操 作 口 部 に 取 り 忘 れ た 紙 幣 を 回 収 収
納 す る 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 を 設 け 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の い ず れ か １ つ は
第 ４ 金 種 紙 幣 も 含 ん で ２ 金 種 混 在 収 納 す る 繰 込 み と 繰 出 し と が 可 能 な ２ 金 種 混 在 収 納 用 ス
タ ッ カ と し 、 制 御 部 は 、 ２ 金 種 混 在 収 納 用 ス タ ッ カ の 紙 幣 の 締 回 収 処 理 時 に 、 ２ 金 種 混 在
収 納 用 ス タ ッ カ の 紙 幣 を 繰 り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 で 識 別 し 、 ２ 金 種 混 在 紙 幣 の う ち の 一 方 の
金 種 紙 幣 は 空 状 態 に あ る 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 、 第 ２ 金 種 紙 幣 用
ス タ ッ カ の い ず れ か １ つ へ 回 収 す る と と も に 、 ２ 金 種 混 在 紙 幣 の う ち の 他 方 の 金 種 紙 幣 は
取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 し 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 一 時 保 留 部 と し て 機 能 さ せ
る 顧 客 用 操 作 口 部 へ 一 時 保 留 し 、 全 金 種 の 締 回 収 処 理 完 了 後 、 各 金 種 毎 の 締 回 収 処 理 完 了
後 、 あ る い は 顧 客 用 操 作 口 部 の 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 量 が 所 定 量 に な っ た と き の い ず れ か
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で 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 顧 客 用 操 作 口 部 か ら 繰 り 出 し て 空 の 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ へ 移 し
か え 、 こ の 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ か ら 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を １ 枚 ず つ 繰 り 出 し て 紙 幣 搬
送 路 で 再 識 別 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 対 応 す る 金 種 紙 幣 を 回 収 す る 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第
１ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 、 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 し 、 再 度 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 と 識
別 さ れ た リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 す る こ と に よ り 、 第 １ 金 種 紙 幣 、
第 ２ 金 種 紙 幣 、 第 ３ 金 種 紙 幣 、 第 ４ 金 種 紙 幣 は 識 別 計 数 後 に 金 種 別 に 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部
、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 、 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 し 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ
ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の い ず れ か １ つ で あ る ２ 金 種 混 在 収 納 用
ス タ ッ カ に 第 ４ 金 種 紙 幣 も 含 ん で ２ 金 種 混 在 収 納 す る こ と に よ り 、 ４ 金 種 の 紙 幣 を 処 理 可
能 と な る と と も に 、 締 回 収 処 理 時 に は 、 こ れ ら 第 １ 金 種 紙 幣 、 第 ２ 金 種 紙 幣 、 第 ３ 金 種 紙
幣 、 第 ４ 金 種 紙 幣 を 識 別 計 数 後 に 金 種 別 に 機 体 の 後 面 側 か ら 紙 幣 を 取 り 出 せ る 補 充 回 収 紙
幣 収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 、 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 す る こ と に よ り
、 識 別 計 数 後 の ４ 金 種 の 紙 幣 を 同 時 に 回 収 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 は 、 請 求 項 １ な い し ４ い ず れ か 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入
出 金 機 に お い て 、 制 御 部 は 、 第 １ 制 御 ス テ ッ プ で 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 紙 幣 を 繰 り 出
し て 正 規 の 金 種 紙 幣 を 空 状 態 に あ る 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 さ せ 、 第 ２ 制 御 ス テ ッ プ で
第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 紙 幣 を 繰 り 出 し て 正 規 の 金 種 紙 幣 を 空 に な っ た 第 １ 金 種 紙 幣 用
ス タ ッ カ へ 回 収 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 ま ず 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 紙 幣 を 繰 り 出 し て 正 規 の 金 種 紙 幣 を 補 充 回 収 紙
幣 収 納 部 へ 回 収 さ せ 、 そ の 後 、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 紙 幣 を 繰 り 出 し て 正 規 の 金 種 紙
幣 を 空 に な っ た 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ へ 回 収 さ せ る こ と に よ り 、 例 え ば 、 第 ２ 金 種 紙 幣
用 ス タ ッ カ の 紙 幣 を 繰 り 出 し た 後 に 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 紙 幣 を 繰 り 出 し た と き の よ
う に 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ か ら 繰 り 出 し た 未 識 別 紙 幣 と 識 別 後 で 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ
ッ カ を 通 過 し て 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ に 回 収 す る 紙 幣 と を 重 複 搬 送 す る 領 域 が 生 じ る こ
と が な く 、 紙 幣 の 搬 送 が ス ム ー ズ に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 は 、 請 求 項 １ な い し ５ い ず れ か 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入
出 金 機 に お い て 、 機 体 の 後 面 側 で 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 の 上 部 に は 顧 客 用 操 作 口 部 に 取 り 忘
れ た 紙 幣 を 回 収 収 納 す る 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 を 設 け 、 紙 幣 搬 送 路 は 、 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 、 補
充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス
タ ッ カ に 対 す る 機 体 の 各 前 面 側 の 面 と 顧 客 用 操 作 口 部 お よ び 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ に 対
す る 機 体 の 各 後 面 側 の 面 と の 間 の 前 後 空 間 域 、 お よ び 顧 客 用 操 作 口 部 の 下 方 で 第 ３ 金 種 紙
幣 用 ス タ ッ カ の 上 方 の 上 下 空 間 域 に 配 置 さ れ 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と 、 こ の ル ー プ 状 搬 送 部 か
ら ル ー プ 外 へ 延 び る 複 数 の 外 方 通 路 部 と 、 ル ー プ 状 搬 送 部 お よ び 各 外 方 通 路 部 の 接 続 部 に
設 け ら れ る 複 数 の 分 岐 手 段 と 、 ル ー プ 状 搬 送 部 に 設 け ら れ る 紙 幣 識 別 手 段 を 有 し 、 複 数 の
仕 分 手 段 に は 三 方 向 切 換 機 構 を 備 え た 分 岐 手 段 が 含 ま れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 正 逆 搬 送 可 能 な 紙 幣 搬 送 路 に 、 紙 幣 識 別 手 段 を 設 け た ル ー プ 状 搬 送 部 、 ル ー プ
状 搬 送 部 か ら ル ー プ 外 に 延 び る 複 数 の 外 方 通 路 部 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と 各 外 方 通 路 部 と の 接
続 部 に 三 方 向 切 換 機 構 を 備 え た 分 岐 手 段 を 含 む 分 岐 手 段 を 設 け た 構 成 と す る こ と に よ り 、
紙 幣 の 搬 送 方 向 を 自 由 に 選 択 で き て 好 適 な 搬 送 形 態 を 採 る こ と が 可 能 と な り 、 紙 幣 搬 送 路
が コ ン パ ク ト に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 請 求 項 ７ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 は 、 請 求 項 ６ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 に お い て 、
顧 客 用 操 作 口 部 は 、 機 体 の 前 面 側 上 部 に 形 成 さ れ 機 体 の 前 面 側 か ら 出 金 紙 幣 の 取 出 し が 可
能 な 出 金 口 部 と 、 機 体 の 前 面 側 上 部 で あ っ て 出 金 口 部 の 下 部 位 置 に 形 成 さ れ 機 体 の 前 面 側
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か ら 入 金 紙 幣 の 挿 入 が 可 能 な 入 金 口 部 と を 有 し 、 紙 幣 識 別 手 段 は 、 ル ー プ 状 搬 送 部 に お い
て 顧 客 用 操 作 口 部 の 下 方 で 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 上 方 の 上 下 空 間 域 に 配 置 さ れ 、 外 方
通 路 部 群 は 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 と を 接 続 す る 正 逆 搬 送 可 能 な 補 充 回 収
紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と 出 金 口 部 と を 接 続 す る 正 逆 搬 送 可 能 な 出 金 搬 送 部
、 出 金 搬 送 部 の 途 中 と 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 と を 接 続 す る 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 、 ル ー プ
状 搬 送 部 と 入 金 口 部 と を 接 続 す る 入 金 搬 送 部 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ
と を 接 続 す る 正 逆 搬 送 可 能 な 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と 第 ２ 金
種 紙 幣 用 ス タ ッ カ と を 接 続 す る 正 逆 搬 送 可 能 な 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 、 ル ー プ
状 搬 送 部 と 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ と を 接 続 す る 正 逆 搬 送 可 能 な 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ
用 搬 送 部 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 と を 接 続 す る 正 逆 搬 送 可 能 な リ ジ ェ ク
ト 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 を 有 し 、 分 岐 手 段 群 は 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 用 搬
送 部 と の 接 続 部 に 設 け ら れ る 第 １ の 分 岐 手 段 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と 出 金 搬 送 部 と の 接 続 部 に
設 け ら れ る 第 ２ の 分 岐 手 段 、 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 と 出 金 搬 送 部 の 途 中 位 置 と の 接 続
部 に 設 け ら れ る 第 ３ の 分 岐 手 段 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と 入 金 搬 送 部 と の 接 続 部 に 設 け ら れ る 第
４ の 分 岐 手 段 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 と の 接 続 部 に 設 け ら れ
る 第 ５ の 分 岐 手 段 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 と の 接 続 部 に 設 け
ら れ る 第 ６ の 分 岐 手 段 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 と の 接 続 部 に
設 け ら れ る 第 ７ の 分 岐 手 段 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 と の 接 続 部
に 設 け ら れ る 第 ８ の 分 岐 手 段 を 有 し 、 こ れ ら 分 岐 手 段 の う ち 少 な く と も 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ６
、 第 ７ 、 第 ８ の 分 岐 手 段 は 三 方 向 切 換 機 構 を 備 え る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 外 方 通 路 部 群 と し て 各 搬 送 部 を 設 け 、 こ れ ら 各 搬 送 部 と ル ー プ 状 搬 送 部 と の 接
続 部 に 三 方 向 切 換 機 構 を 備 え た 分 岐 手 段 を 含 む 分 岐 手 段 を 設 け 、 紙 幣 識 別 手 段 を ル ー プ 状
搬 送 部 に お い て 顧 客 用 操 作 口 部 の 下 方 で 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 上 方 の 上 下 空 間 域 に 配
置 し た 構 成 と す る こ と に よ り 、 紙 幣 の 搬 送 方 向 を 自 由 に 選 択 で き て 好 適 な 搬 送 形 態 を 採 る
こ と が 可 能 と な り 、 紙 幣 搬 送 路 が コ ン パ ク ト に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 請 求 項 ８ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 は 、 請 求 項 ６ ま た は ７ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 に
お い て 、 三 方 向 切 換 機 構 は 、 紙 幣 を 直 進 搬 送 す る 直 進 搬 送 通 路 域 と こ の 直 進 搬 送 通 路 域 に
交 差 す る 交 差 搬 送 通 路 域 と の 接 続 部 に 回 転 軸 に よ っ て 回 転 可 能 に 設 け ら れ 、 直 進 搬 送 ガ イ
ド 面 お よ び 曲 折 方 向 ガ イ ド 面 を 有 す る ガ イ ド 部 材 と 、 回 転 軸 を 介 し て ガ イ ド 部 材 を 回 転 さ
せ 、 ガ イ ド 部 材 の 直 進 搬 送 ガ イ ド 面 を 直 進 搬 送 通 路 域 に 対 向 さ せ る 第 １ 位 置 、 ガ イ ド 部 材
の 曲 折 方 向 ガ イ ド 面 を 直 進 搬 送 通 路 域 の 一 方 お よ び 交 差 搬 送 通 路 域 へ 向 け て 対 向 さ せ る 第
２ 位 置 、 ガ イ ド 部 材 の 曲 折 方 向 ガ イ ド 面 を 直 進 搬 送 通 路 域 の 他 方 お よ び 交 差 搬 送 通 路 域 へ
向 け て 対 向 さ せ る 第 ３ 位 置 に 位 置 さ せ る パ ル ス モ ー タ と を 備 え る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ し て 、 直 進 搬 送 ガ イ ド 面 お よ び 曲 折 方 向 ガ イ ド 面 を 有 す る ガ イ ド 部 材 を 用 い る こ と に
よ り 、 三 方 向 切 換 機 構 に よ る 紙 幣 の 三 方 向 へ の 切 り 換 え が 簡 単 な 構 造 と な り 、 そ れ に よ っ
て 紙 幣 搬 送 路 の 構 造 も 簡 略 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 請 求 項 ９ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 は 、 機 体 の 後 面 側 に 上 部 か ら 下 部 に 向 け て 、 補 充 回
収 紙 幣 収 納 部 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 、 紙 幣 の 繰 込 み と 繰 出 し と が 可 能 な 第 １ 金 種 紙 幣 用
ス タ ッ カ 、 紙 幣 の 繰 込 み と 繰 出 し と が 可 能 な 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ を 設 け 、 こ れ ら 補 充
回 収 紙 幣 収 納 部 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ
ッ カ は 機 体 の 後 面 側 か ら 紙 幣 を 取 出 可 能 と し 、 機 体 の 前 面 側 上 部 域 に 出 金 紙 幣 の 取 出 し が
可 能 な 出 金 口 部 機 能 と 入 金 紙 幣 の 挿 入 が 可 能 な 入 金 口 部 機 能 と を 有 す る 顧 客 用 操 作 口 部 を
設 け る と と も に 、 機 体 の 前 面 側 下 部 域 に 紙 幣 の 繰 込 み と 繰 出 し と が 可 能 な 第 ３ 金 種 紙 幣 用
ス タ ッ カ を 設 け 、 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ
、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 各 前 面 側 と 顧 客 用 操 作 口 部 お よ び 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の
各 後 面 側 と の 間 の 前 後 空 間 域 、 お よ び 顧 客 用 操 作 口 部 の 下 方 で 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の
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上 方 の 上 下 空 間 域 に 、 紙 幣 を 搬 送 お よ び 識 別 す る 正 逆 搬 送 可 能 な 紙 幣 搬 送 路 を 設 け 、 紙 幣
搬 送 路 に は 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と 、 こ の ル ー プ 状 搬 送 部 か ら ル ー プ 外 へ 延 び る 複 数 の 外 方 通
路 部 と 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と 各 外 方 通 路 部 と の 各 接 続 部 に 設 け ら れ る 複 数 の 分 岐 手 段 と 、 ル
ー プ 状 搬 送 部 に 設 け ら れ る 紙 幣 識 別 手 段 を 有 し 、 複 数 の 仕 分 手 段 は 三 方 向 切 換 機 構 を 備 え
、 外 方 通 路 部 に は 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 と を 接 続 す る 補 充 回 収 紙 幣 収 納
部 用 搬 送 部 を 備 え 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 と の 接 続 部 の 分 岐 手 段
に は 、 ル ー プ 状 搬 送 部 の 正 方 向 搬 送 、 逆 方 向 搬 送 の い ず れ の 場 合 も ル ー プ 状 搬 送 部 の 紙 幣
を 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 へ 送 れ る 三 方 向 切 換 機 構 を 備 え 、 紙 幣 の 補 充 処 理 、 入 金 処
理 、 出 金 処 理 、 締 回 収 処 理 を 制 御 す る 制 御 部 を 具 備 し 、 制 御 部 は 、 締 回 収 処 理 時 に 、 第 １
お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の う ち の 一 方 か ら 紙 幣 を 繰 り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 で 識 別 し 、
正 規 の 金 種 紙 幣 は 空 状 態 に あ る 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 す る と と も に 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣
は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 一 時 保 留 部 と し て 機 能 さ せ る 顧 客 用 操 作 口 部 へ 一 時 保 留 し 、 繰 出 中 の 一
方 の ス タ ッ カ を 空 に す る 第 １ 制 御 ス テ ッ プ と 、 第 １ 制 御 ス テ ッ プ に 続 い て 、 第 １ お よ び 第
２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の う ち の 他 方 か ら 紙 幣 を 繰 り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 で 識 別 し 、 正 規 の 金
種 紙 幣 は 前 回 空 に な っ た 一 方 の ス タ ッ カ へ 回 収 す る と と も に 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク
ト 紙 幣 一 時 保 留 部 と し て 機 能 さ せ る 顧 客 用 操 作 口 部 へ 一 時 保 留 し 、 繰 出 中 の 他 方 の ス タ ッ
カ を 空 に す る 第 ２ 制 御 ス テ ッ プ と 、 第 ２ 制 御 ス テ ッ プ に 続 い て 、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ
の 紙 幣 を 繰 り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 で 識 別 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 前 回 空 に な っ た 他 方 の ス タ ッ
カ へ 回 収 す る と と も に 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 一 時 保 留 部 と し て 機 能 さ せ る 顧
客 用 操 作 口 部 へ 一 時 保 留 し 、 繰 出 中 の 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ を 空 に す る 第 ３ 制 御 ス テ ッ
プ と 、 全 金 種 の 締 回 収 処 理 完 了 後 、 各 金 種 毎 の 締 回 収 処 理 完 了 後 、 あ る い は 顧 客 用 操 作 口
部 の 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 量 が 所 定 量 に な っ た と き の い ず れ か で 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 顧 客
用 操 作 口 部 か ら 繰 り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 で 再 識 別 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 対 応 す る 金 種 紙 幣 を
回 収 し た 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ へ 回 収 し 、 再 度 リ ジ ェ
ク ト 紙 幣 と 識 別 さ れ た リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 す る 第 ４ 制 御 ス テ ッ
プ と を 備 え 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ の 各 制 御 ス テ ッ プ を 通 じ て 、 第 １ 金 種 紙 幣 、 第 ２ 金
種 紙 幣 、 第 ３ 金 種 紙 幣 は 識 別 計 数 後 に 金 種 別 に 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種
紙 幣 用 ス タ ッ カ へ 回 収 し 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 さ せ る も の で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 制 御 部 に よ る 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ の 各 制 御 ス テ ッ プ を 通 じ て 、 第 １ 金 種 紙
幣 、 第 ２ 金 種 紙 幣 、 第 ３ 金 種 紙 幣 を 識 別 計 数 後 に 金 種 別 に 機 体 の 後 面 側 か ら 紙 幣 を 取 り 出
せ る 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ へ 回 収 し 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣
を 機 体 の 後 面 側 か ら 紙 幣 が 取 り 出 せ る リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 す る こ と に よ り 、 回 収
専 用 の 回 収 部 を 機 体 の 後 面 側 に 設 け る 必 要 が な く 機 体 の 高 さ が 低 く な り 、 さ ら に 、 回 収 す
る 第 １ な い し 第 ３ 金 種 紙 幣 に つ い て 識 別 計 数 し た 後 に 回 収 で き て 回 収 後 の 識 別 計 数 作 業 の
手 間 や 時 間 を 省 く こ と が 可 能 と な り 、 し か も 、 紙 幣 搬 送 路 を 正 逆 搬 送 可 能 に 構 成 す る こ と
に よ り 、 紙 幣 の 搬 送 方 向 を 自 由 に 選 択 で き て 好 適 な 搬 送 形 態 を 採 る こ と が 可 能 と な り 、 回
収 専 用 の 回 収 部 を 設 け る 必 要 が な い こ と も 相 ま っ て 紙 幣 搬 送 路 が コ ン パ ク ト に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 に つ い て は 再 識 別 し 、 再 識 別 の 結 果 、 正 規 の 金 種 紙 幣 と 識 別 さ れ
た 紙 幣 は 対 応 す る 金 種 紙 幣 を 回 収 し た 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス
タ ッ カ へ 回 収 す る の で 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ の リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 回 収 量 を 減 ら せ 、 紙
幣 リ ジ ェ ク ト 率 を 下 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 特 に 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 中 に は 傾 行 姿 勢 （ 搬 送 方 向 に 対 し て 傾 い た 搬 送 姿 勢 ） と か 連 鎖
姿 勢 （ 搬 送 方 向 の 先 行 紙 幣 と 後 行 紙 幣 と が 異 常 接 近 し た り 一 部 重 な っ た り し た 搬 送 姿 勢 ）
で 搬 送 さ れ 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 と し て 識 別 さ れ る 紙 幣 が 大 半 で 、 紙 幣 自 身 は 正 規 の 金 種 紙 幣
で あ る こ と が 多 い 。 そ の た め 、 従 来 は 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 の リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 回 収 時
に は 、 係 員 が リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を １ 枚 ず つ 目 視 確 認 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 区 分 け 済 み の 正 規
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の 金 種 紙 幣 に 加 え 、 計 数 値 に も 加 算 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ う し た リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は 、 従 来 、 再 識 別 し な い で リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 し て い
た の で 、 係 員 の 目 視 確 認 に よ る リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 区 分 け 作 業 、 す な わ ち 正 規 の 金 種 紙 幣 か
本 当 の リ ジ ェ ク ト 紙 幣 か の 区 分 け 作 業 に 時 間 と 労 力 を 要 し て い た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ う し た リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 区 分 け 作 業 に つ い て 、 係 員 に よ る 時 間 と 労 力 を 低 減 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 ３ と 比 較 し て 、 ３ 金 種 の 場 合 に 限 定 さ れ る が 、 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 顧
客 用 操 作 口 部 か ら 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ へ 移 し か え る 必 要 は な く 、 顧 客 用 操 作 口 部 か ら
１ 枚 ず つ 繰 り 出 さ れ る 紙 幣 を 再 識 別 し て 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用
ス タ ッ カ 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 区 分 け 収 納 で き 、 効 率 よ く 回 収 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 に よ れ ば 、 制 御 部 に よ る 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の 各 制 御
ス テ ッ プ を 通 じ て 、 第 １ 金 種 紙 幣 、 第 ２ 金 種 紙 幣 、 第 ３ 金 種 紙 幣 を 識 別 計 数 後 に 金 種 別 に
機 体 の 後 面 側 か ら 紙 幣 を 取 り 出 せ る 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ
ッ カ へ 回 収 し 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 機 体 の 後 面 側 か ら 紙 幣 が 取 り 出 せ る リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納
部 へ 回 収 す る こ と に よ り 、 回 収 専 用 の 回 収 部 を 機 体 の 後 面 側 に 設 け る 必 要 が な く 機 体 の 高
さ を 低 く で き 、 さ ら に 、 回 収 す る 第 １ な い し 第 ３ 金 種 紙 幣 に つ い て 識 別 計 数 し た 後 に 回 収
で き て 回 収 後 の 識 別 計 数 作 業 の 手 間 や 時 間 を 省 く こ と が で き 、 し か も 、 紙 幣 搬 送 路 を 正 逆
搬 送 可 能 に 構 成 す る こ と に よ り 、 紙 幣 の 搬 送 方 向 を 自 由 に 選 択 で き て 好 適 な 搬 送 形 態 を 採
る こ と が で き 、 回 収 専 用 の 回 収 部 を 設 け る 必 要 が な い こ と も 相 ま っ て 紙 幣 搬 送 路 を コ ン パ
ク ト に で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 に よ れ ば 、 請 求 項 １ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 の 効
果 に 加 え て 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の い ず れ か １ つ で あ る ２ 金 種 混 在 収 納
用 ス タ ッ カ に 第 ４ 金 種 紙 幣 も 含 ん で ２ 金 種 混 在 収 納 す る こ と に よ り 、 ４ 金 種 の 紙 幣 を 処 理
で き る と と も に 、 締 回 収 処 理 時 に は 、 こ れ ら 第 １ 金 種 紙 幣 、 第 ２ 金 種 紙 幣 、 第 ３ 金 種 紙 幣
、 第 ４ 金 種 紙 幣 を 識 別 計 数 後 に 金 種 別 に 機 体 の 後 面 側 か ら 紙 幣 を 取 り 出 せ る 補 充 回 収 紙 幣
収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 、 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 す る こ と に よ り 、
識 別 計 数 後 の ４ 金 種 の 紙 幣 を 同 時 に 回 収 で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 に よ れ ば 、 制 御 部 に よ る 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ の
各 制 御 ス テ ッ プ を 通 じ て 、 第 １ 金 種 紙 幣 、 第 ２ 金 種 紙 幣 、 第 ３ 金 種 紙 幣 を 識 別 計 数 後 に 金
種 別 に 機 体 の 後 面 側 か ら 紙 幣 を 取 り 出 せ る 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣
用 ス タ ッ カ へ 回 収 し 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 機 体 の 後 面 側 か ら 紙 幣 が 取 り 出 せ る リ ジ ェ ク ト 紙
幣 収 納 部 へ 回 収 す る こ と に よ り 、 回 収 専 用 の 回 収 部 を 機 体 の 後 面 側 に 設 け る 必 要 が な く 機
体 の 高 さ を 低 く で き 、 さ ら に 、 回 収 す る 第 １ な い し 第 ３ 金 種 紙 幣 に つ い て 識 別 計 数 し た 後
に 回 収 で き て 回 収 後 の 識 別 計 数 作 業 の 手 間 や 時 間 を 省 く こ と が で き 、 し か も 、 紙 幣 搬 送 路
を 正 逆 搬 送 可 能 に 構 成 す る こ と に よ り 、 紙 幣 の 搬 送 方 向 を 自 由 に 選 択 で き て 好 適 な 搬 送 形
態 を 採 る こ と が で き 、 回 収 専 用 の 回 収 部 を 設 け る 必 要 が な い こ と も 相 ま っ て 紙 幣 搬 送 路 を
コ ン パ ク ト に で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 に つ い て は 再 識 別 し 、 再 識 別 の 結 果 、 正 規 の 金 種 紙 幣 と 識 別 さ れ
た 紙 幣 は 対 応 す る 金 種 紙 幣 を 回 収 し た 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス
タ ッ カ へ 回 収 す る の で 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ の リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 回 収 量 を 減 ら せ 、 紙
幣 リ ジ ェ ク ト 率 を 下 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 特 に 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 中 に は 傾 行 姿 勢 （ 搬 送 方 向 に 対 し て 傾 い た 搬 送 姿 勢 ） と か 連 鎖
姿 勢 （ 搬 送 方 向 の 先 行 紙 幣 と 後 行 紙 幣 と が 異 常 接 近 し た り 一 部 重 な っ た り し た 搬 送 姿 勢 ）
で 搬 送 さ れ 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 と し て 識 別 さ れ る 紙 幣 が 大 半 で 、 紙 幣 自 身 は 正 規 の 金 種 紙 幣
で あ る こ と が 多 い 。 そ の た め 、 従 来 は 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 の リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 回 収 時
に は 、 係 員 が リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を １ 枚 ず つ 目 視 確 認 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 区 分 け 済 み の 正 規
の 金 種 紙 幣 に 加 え 、 計 数 値 に も 加 算 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ う し た リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は 、 従 来 、 再 識 別 し な い で リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 し て い
た の で 、 係 員 の 目 視 確 認 に よ る リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 区 分 け 作 業 、 す な わ ち 正 規 の 金 種 紙 幣 か
本 当 の リ ジ ェ ク ト 紙 幣 か の 区 分 け 作 業 に 時 間 と 労 力 を 要 し て い た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ う し た リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 区 分 け 作 業 に つ い て 、 係 員 に よ る 時 間 と 労 力 を 低 減 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 に よ れ ば 、 請 求 項 ３ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 の 効
果 に 加 え て 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の い ず れ か １ つ で あ る ２ 金 種 混 在 収 納
用 ス タ ッ カ に 第 ４ 金 種 紙 幣 も 含 ん で ２ 金 種 混 在 収 納 す る こ と に よ り 、 ４ 金 種 の 紙 幣 を 処 理
で き る と と も に 、 締 回 収 処 理 時 に は 、 こ れ ら 第 １ 金 種 紙 幣 、 第 ２ 金 種 紙 幣 、 第 ３ 金 種 紙 幣
、 第 ４ 金 種 紙 幣 を 識 別 計 数 後 に 金 種 別 に 機 体 の 後 面 側 か ら 紙 幣 を 取 り 出 せ る 補 充 回 収 紙 幣
収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 、 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 す る こ と に よ り 、
識 別 計 数 後 の ４ 金 種 の 紙 幣 を 同 時 に 回 収 で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 に よ れ ば 、 請 求 項 １ な い し ４ い ず れ か 記 載 の 循 環 式
紙 幣 入 出 金 機 の 効 果 に 加 え て 、 第 １ 制 御 ス テ ッ プ で 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 紙 幣 を 繰 り
出 し て 正 規 の 金 種 紙 幣 を 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 さ せ た 後 、 第 ２ 制 御 ス テ ッ プ で 第 ２ 金
種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 紙 幣 を 繰 り 出 し て 正 規 の 金 種 紙 幣 を 空 に な っ た 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ
カ へ 回 収 さ せ る こ と に よ り 、 例 え ば 、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 紙 幣 を 繰 り 出 し た 後 に 第
１ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 紙 幣 を 繰 り 出 し た と き の よ う に 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ か ら 繰
り 出 し た 未 識 別 紙 幣 と 識 別 後 で 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ を 通 過 し て 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ
カ に 回 収 す る 紙 幣 と を 重 複 搬 送 す る 領 域 が 生 じ る こ と が な く 、 紙 幣 の 搬 送 を ス ム ー ズ に で
き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 に よ れ ば 、 請 求 項 １ な い し ５ い ず れ か 記 載 の 循 環 式
紙 幣 入 出 金 機 の 効 果 に 加 え て 、 正 逆 搬 送 可 能 な 紙 幣 搬 送 路 に 、 紙 幣 識 別 手 段 を 設 け た ル ー
プ 状 搬 送 部 、 ル ー プ 状 搬 送 部 か ら ル ー プ 外 に 延 び る 複 数 の 外 方 通 路 部 、 ル ー プ 状 搬 送 部 と
各 外 方 通 路 部 と の 接 続 部 に 三 方 向 切 換 機 構 を 備 え た 分 岐 手 段 を 含 む 分 岐 手 段 を 設 け た 構 成
と す る こ と に よ り 、 紙 幣 の 搬 送 方 向 を 自 由 に 選 択 で き て 好 適 な 搬 送 形 態 を 採 る こ と が で き
、 紙 幣 搬 送 路 を コ ン パ ク ト に で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 請 求 項 ７ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 に よ れ ば 、 請 求 項 ６ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 の 効
果 に 加 え て 、 外 方 通 路 部 群 と し て 各 搬 送 部 を 設 け 、 こ れ ら 各 搬 送 部 と ル ー プ 状 搬 送 部 と の
接 続 部 に 三 方 向 切 換 機 構 を 備 え た 分 岐 手 段 を 含 む 分 岐 手 段 を 設 け 、 紙 幣 識 別 手 段 を ル ー プ
状 搬 送 部 に お い て 顧 客 用 操 作 口 部 の 下 方 で 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 上 方 の 上 下 空 間 域 に
配 置 し た 構 成 と す る こ と に よ り 、 紙 幣 の 搬 送 方 向 を 自 由 に 選 択 で き て 好 適 な 搬 送 形 態 を 採
る こ と が で き 、 紙 幣 搬 送 路 を コ ン パ ク ト に で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 請 求 項 ８ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 に よ れ ば 、 請 求 項 ６ ま た は ７ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出
金 機 の 効 果 に 加 え て 、 直 進 搬 送 ガ イ ド 面 お よ び 曲 折 方 向 ガ イ ド 面 を 有 す る ガ イ ド 部 材 を 用
い る こ と に よ り 、 三 方 向 切 換 機 構 に よ る 紙 幣 の 三 方 向 へ の 切 り 換 え が 簡 単 な 構 造 に で き 、
そ れ に よ っ て 紙 幣 搬 送 路 の 構 造 も 簡 略 化 で き る 。
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【 ０ ０ ５ １ 】
　 請 求 項 ９ 記 載 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 に よ れ ば 、 制 御 部 に よ る 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ の
各 制 御 ス テ ッ プ を 通 じ て 、 第 １ 金 種 紙 幣 、 第 ２ 金 種 紙 幣 、 第 ３ 金 種 紙 幣 を 識 別 計 数 後 に 金
種 別 に 機 体 の 後 面 側 か ら 紙 幣 を 取 り 出 せ る 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣
用 ス タ ッ カ へ 回 収 し 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 機 体 の 後 面 側 か ら 紙 幣 が 取 り 出 せ る リ ジ ェ ク ト 紙
幣 収 納 部 へ 回 収 す る こ と に よ り 、 回 収 専 用 の 回 収 部 を 機 体 の 後 面 側 に 設 け る 必 要 が な く 機
体 の 高 さ を 低 く で き 、 さ ら に 、 回 収 す る 第 １ な い し 第 ３ 金 種 紙 幣 に つ い て 識 別 計 数 し た 後
に 回 収 で き て 回 収 後 の 識 別 計 数 作 業 の 手 間 や 時 間 を 省 く こ と が で き 、 し か も 、 紙 幣 搬 送 路
を 正 逆 搬 送 可 能 に 構 成 す る こ と に よ り 、 紙 幣 の 搬 送 方 向 を 自 由 に 選 択 で き て 好 適 な 搬 送 形
態 を 採 る こ と が で き 、 回 収 専 用 の 回 収 部 を 設 け る 必 要 が な い こ と も 相 ま っ て 紙 幣 搬 送 路 を
コ ン パ ク ト に で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 に つ い て は 再 識 別 し 、 再 識 別 の 結 果 、 正 規 の 金 種 紙 幣 と 識 別 さ れ
た 紙 幣 は 対 応 す る 金 種 紙 幣 を 回 収 し た 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス
タ ッ カ へ 回 収 す る の で 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ の リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 回 収 量 を 減 ら せ 、 紙
幣 リ ジ ェ ク ト 率 を 下 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 特 に 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 中 に は 傾 行 姿 勢 （ 搬 送 方 向 に 対 し て 傾 い た 搬 送 姿 勢 ） と か 連 鎖
姿 勢 （ 搬 送 方 向 の 先 行 紙 幣 と 後 行 紙 幣 と が 異 常 接 近 し た り 一 部 重 な っ た り し た 搬 送 姿 勢 ）
で 搬 送 さ れ 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 と し て 識 別 さ れ る 紙 幣 が 大 半 で 、 紙 幣 自 身 は 正 規 の 金 種 紙 幣
で あ る こ と が 多 い 。 そ の た め 、 従 来 は 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 の リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 回 収 時
に は 、 係 員 が リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を １ 枚 ず つ 目 視 確 認 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 区 分 け 済 み の 正 規
の 金 種 紙 幣 に 加 え 、 計 数 値 に も 加 算 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ う し た リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は 、 従 来 、 再 識 別 し な い で リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 回 収 し て い
た の で 、 係 員 の 目 視 確 認 に よ る リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 区 分 け 作 業 、 す な わ ち 正 規 の 金 種 紙 幣 か
本 当 の リ ジ ェ ク ト 紙 幣 か の 区 分 け 作 業 に 時 間 と 労 力 を 要 し て い た 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ う し た リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 区 分 け 作 業 に つ い て 、 係 員 に よ る 時 間 と 労 力 を 低 減 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 ３ と 比 較 し て 、 ３ 金 種 の 場 合 に 限 定 さ れ る が 、 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 顧
客 用 操 作 口 部 か ら 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ へ 移 し か え る 必 要 は な く 、 顧 客 用 操 作 口 部 か ら
１ 枚 ず つ 繰 り 出 さ れ る 紙 幣 を 再 識 別 し て 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用
ス タ ッ カ 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 へ 区 分 け 収 納 で き 、 効 率 よ く 回 収 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 １ は 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 の 内 部 構 造 を 示 す 側 面 図 で あ り 、 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 は 、 機
体 11を 有 し 、 こ の 機 体 11の 前 面 側 （ 図 １ の 左 側 ） は 顧 客 が 入 金 紙 幣 の 挿 入 と 出 金 紙 幣 の 取
出 し な ど を 操 作 す る 顧 客 用 操 作 面 12と さ れ 、 機 体 11の 後 面 側 （ 図 １ の 右 側 ） は 係 員 が 紙 幣
の 補 充 や 回 収 な ど を 操 作 す る 係 員 用 操 作 面 13と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 機 体 11の 前 面 側 で あ る 顧 客 用 操 作 面 12側 の 上 部 域 に は 、 出 金 紙 幣 の 取 出 し が 可 能 な 出 金
口 部 15と 入 金 紙 幣 の 挿 入 が 可 能 な 入 金 口 部 16と を 有 す る 顧 客 用 操 作 口 部 17が 配 設 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 機 体 11の 後 面 側 で あ る 係 員 用 操 作 面 13側 に は 、 上 部 か ら 下 部 に 向 け て 、 顧 客 が 出 金 口 部
15に 取 り 忘 れ た 取 忘 れ 紙 幣 を 収 納 す る た め の 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 18、 補 充 紙 幣 ま た は 回 収 紙
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幣 を 収 納 す る た め の 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 収 納 す る た め の リ ジ ェ ク ト
紙 幣 収 納 部 20、 出 金 用 の 第 １ 金 種 紙 幣 と し て 千 円 紙 幣 を 収 納 す る た め の 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス
タ ッ カ 21、 出 金 用 の 第 ２ 金 種 紙 幣 と し て 万 円 紙 幣 を 収 納 す る た め の 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ
カ 22が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 機 体 11の 前 面 側 で あ る 顧 客 用 操 作 面 12側 の 下 部 域 に は 、 入 金 さ れ る 第 ３ 金 種 紙 幣 と し て
五 千 円 紙 幣 を 収 納 す る た め の 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23が 配 設 さ れ て い る 。 こ の 第 ３ 金 種
紙 幣 用 ス タ ッ カ 23に は 、 五 千 円 紙 幣 と と も に 、 入 金 さ れ る 第 ４ 金 種 紙 幣 と し て 二 千 円 紙 幣
を 収 納 可 能 と し て お り 、 ２ 金 種 混 在 収 納 用 ス タ ッ カ と し て も 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 機 体 11の 内 部 に は 、 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 18、 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納
部 20、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22の 各 前 面 側 と 顧 客 用 操 作 口
部 17お よ び 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23の 各 後 面 側 と の 間 の 前 後 空 間 域 、 お よ び 顧 客 用 操 作
口 部 17の 下 方 で 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23の 上 方 の 上 下 空 間 域 に 、 紙 幣 を 搬 送 す る 搬 送 手
段 24お よ び 紙 幣 を 識 別 す る 紙 幣 識 別 手 段 25を 有 す る 正 逆 搬 送 可 能 な 紙 幣 搬 送 路 26が 配 設 さ
れ て い る 。 紙 幣 搬 送 路 26は 、 紙 幣 を 正 逆 搬 送 可 能 な ル ー プ 状 搬 送 部 27と 、 こ の ル ー プ 状 搬
送 部 27か ら 上 述 し た 各 構 成 へ 向 け て ル ー プ 外 へ 延 び る 複 数 の 外 方 通 路 部 28と 、 ル ー プ 状 搬
送 部 27と 各 外 方 通 路 部 28と の 各 接 続 部 に 設 け ら れ る 複 数 の 分 岐 手 段 29と を 有 し て い る 。 紙
幣 識 別 手 段 25は 、 ル ー プ 状 搬 送 部 27に お い て 、 顧 客 用 操 作 口 部 17の 下 方 で 第 ３ 金 種 紙 幣 用
ス タ ッ カ 23の 上 方 の 上 下 空 間 域 に 配 設 さ れ て い る 。 そ し て 、 ル ー プ 状 搬 送 部 27で は 、 補 充
回 収 紙 幣 収 納 部 19、 出 金 口 部 15、 入 金 口 部 16、 第 ３ 、 第 ２ お よ び 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ
23， 22， 21、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 20の 順 に 接 続 さ れ た 図 １ 反 時 計 回 り 方 向 を 紙 幣 の 順 搬
送 方 向 と 呼 び 、 こ の 順 搬 送 方 向 と 逆 方 向 で あ る 図 １ 時 計 回 り 方 向 を 紙 幣 の 逆 搬 送 方 向 と 呼
ぶ 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 外 方 通 路 部 28群 は 、 ル ー プ 状 搬 送 部 27と 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19と を 接 続 す る 正 逆 搬 送 可
能 な 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28a、 ル ー プ 状 搬 送 部 27と 出 金 口 部 15と を 接 続 す る 正 逆
搬 送 可 能 な 出 金 搬 送 部 28b、 出 金 搬 送 部 28bの 途 中 と 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 18と を 接 続 す る 取 忘
れ 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28c、 ル ー プ 状 搬 送 部 27と 入 金 口 部 16と を 接 続 す る 入 金 搬 送 部 28d、
ル ー プ 状 搬 送 部 27と 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23と を 接 続 す る 正 逆 搬 送 可 能 な 第 ３ 金 種 紙 幣
用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28e、 ル ー プ 状 搬 送 部 27と 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22と を 接 続 す る 正
逆 搬 送 可 能 な 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28f、 ル ー プ 状 搬 送 部 27と 第 １ 金 種 紙 幣 用
ス タ ッ カ 21と を 接 続 す る 正 逆 搬 送 可 能 な 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28g、 ル ー プ 状
搬 送 部 27と リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 20と を 接 続 す る 正 逆 搬 送 可 能 な リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 用
搬 送 部 28hを 有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 分 岐 手 段 29群 は 、 ル ー プ 状 搬 送 部 27と 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28aと の 接 続 部 に 設
け ら れ る 第 １ の 分 岐 手 段 29a、 ル ー プ 状 搬 送 部 27と 出 金 搬 送 部 28bと の 接 続 部 に 設 け ら れ る
第 ２ の 分 岐 手 段 29b、 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28cと 出 金 搬 送 部 28bの 途 中 位 置 と の 接 続
部 に 設 け ら れ る 第 ３ の 分 岐 手 段 29c、 ル ー プ 状 搬 送 部 27と 入 金 搬 送 部 28dと の 接 続 部 に 設 け
ら れ る 第 ４ の 分 岐 手 段 29d、 ル ー プ 状 搬 送 部 27と 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28eと の
接 続 部 に 設 け ら れ る 第 ５ の 分 岐 手 段 29e、 ル ー プ 状 搬 送 部 27と 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用
搬 送 部 28fと の 接 続 部 に 設 け ら れ る 第 ６ の 分 岐 手 段 29f、 ル ー プ 状 搬 送 部 27と 第 １ 金 種 紙 幣
用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28gと の 接 続 部 に 設 け ら れ る 第 ７ の 分 岐 手 段 29g、 ル ー プ 状 搬 送 部 27と
リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28hと の 接 続 部 に 設 け ら れ る 第 ８ の 分 岐 手 段 29hを 有 し て い
る 。 こ れ ら 分 岐 手 段 29a～ 29hの う ち 、 第 １ 、 第 ４ 、 第 ５ の 分 岐 手 段 29a， 29d， 29eは 二 方
向 に 紙 幣 の 搬 送 を 切 換 可 能 と す る 二 方 向 切 換 機 構 を 備 え 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ６ 、 第 ７ 、 第 ８
の 分 岐 手 段 29b， 29c， 29f， 29g， 29hは 三 方 向 に 紙 幣 の 搬 送 を 切 換 可 能 と す る 三 方 向 切 換
機 構 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
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　 次 に 、 図 ２ に 顧 客 用 操 作 口 部 17を 示 す 。 こ の 顧 客 用 操 作 口 部 17に は 、 機 体 11の 顧 客 用 操
作 面 12の 上 部 に 、 紙 幣 の 繰 込 み と 繰 出 し と が 可 能 な 出 金 口 部 15と こ の 出 金 口 部 15の 下 部 位
置 に 入 金 口 部 16と が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 出 金 口 部 15は 、 機 体 11の 顧 客 用 操 作 面 12に 開 口 さ れ た 出 金 口 35、 お よ び こ の 出 金 口 35の
奥 側 に 配 設 さ れ た 出 金 紙 幣 一 時 保 留 部 36を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 出 金 口 35に は 、 図 示 し な い ソ レ ノ イ ド に よ り 垂 直 姿 勢 の 閉 鎖 位 置 （ 図 ２ の 実 線 位 置 ） と
開 放 位 置 （ 図 ２ の 鎖 線 位 置 ） と の 間 で 開 閉 す る シ ャ ッ タ 37が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 出 金 紙 幣 一 時 保 留 部 36は 、 ト レ ー 状 の ボ ッ ク ス 38、 こ の ボ ッ ク ス 38内 に 上 下 動 可 能 に 配
置 さ れ た 支 持 板 39、 こ の 支 持 板 39の 上 方 に 配 置 さ れ た ベ ル ト 40、 こ の ベ ル ト 40と の 間 で 紙
幣 を 挟 み 込 ん で 搬 送 す る ロ ー ラ 41を 有 し 、 支 持 板 39に は 複 数 個 の 支 持 ロ ー ラ 39aの 一 部 が
支 持 板 39か ら 上 面 に 突 出 す る よ う に 軸 着 さ れ て い る 。 支 持 板 39は 出 金 口 部 支 持 板 上 下 モ ー
タ MF2（ 図 １ ０ 、 図 １ １ 参 照 ） を 用 い た 図 示 し な い 昇 降 機 構 に よ り 上 下 移 動 し 、 ベ ル ト 40
は 出 金 口 部 繰 込 繰 出 モ ー タ MF1（ 図 １ ０ 、 図 １ １ 参 照 ） に よ っ て 正 逆 回 転 駆 動 さ れ る 。 そ
し て 、 出 金 搬 送 部 28bか ら 送 り 込 ま れ る 出 金 紙 幣 を ボ ッ ク ス 38内 で 下 降 状 態 に あ る 支 持 板 3
9上 に 受 け 取 っ て 集 積 し 、 全 て の 出 金 紙 幣 が 送 り 込 ま れ た 後 、 支 持 板 39を 上 昇 さ せ て 出 金
紙 幣 を ベ ル ト 40に 押 し 当 て 、 ベ ル ト 40の 回 動 （ 正 転 ） に よ り 出 金 紙 幣 を 一 括 搬 送 し て 出 金
口 35へ そ の 先 端 一 部 が 手 で 掴 め る 程 度 突 出 さ せ る よ う に 繰 り 出 す 。 こ れ ら 支 持 板 39、 支 持
ロ ー ラ 39a、 ベ ル ト 40お よ び ロ ー ラ 41な ど で 出 金 紙 幣 を 一 括 搬 送 す る 紙 幣 一 括 搬 送 機 構 が
構 成 さ れ て お り 、 こ の 紙 幣 一 括 搬 送 機 構 は 顧 客 が 出 金 口 35に 送 り 出 さ れ た 出 金 紙 幣 を 取 り
忘 れ た 場 合 に 、 ベ ル ト 40の 逆 転 に よ り 取 忘 れ 紙 幣 を 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 18へ 送 り 込 む た め に
出 金 搬 送 部 28bに 向 け て 繰 り 込 む 役 目 も す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 出 金 口 部 15に 接 続 さ れ る 出 金 搬 送 部 28bに は 、 出 金 口 部 15に 送 り 込 む 出 金 紙 幣 を 搬 送 す
る と と も に 出 金 口 部 15か ら 送 り 出 さ れ る 取 忘 れ 紙 幣 を 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 18へ 向 け て 搬 送 す
る 上 下 対 の 搬 送 ロ ー ラ 42が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ま た 、 入 金 口 部 16は 、 機 体 11の 顧 客 用 操 作 面 12に 開 口 さ れ た 入 金 口 43、 お よ び こ の 入 金
口 43の 内 側 に 配 設 さ れ て 入 金 紙 幣 を 一 括 し て 取 り 込 む と と も に 入 金 搬 送 部 28dに 対 し て １
枚 ず つ 繰 り 込 む 入 金 紙 幣 繰 込 部 44を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 入 金 口 43は 、 図 示 し な い ソ レ ノ イ ド に よ り 上 下 動 す る シ ャ ッ タ 45に よ り 開 閉 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 入 金 紙 幣 繰 込 部 44は 、 入 金 口 43に 一 括 挿 入 さ れ た 入 金 紙 幣 を 挟 み 込 ん で 取 り 込 む 上 下 対
の 取 込 ロ ー ラ 46、 こ れ ら 取 込 ロ ー ラ 46で 取 り 込 ん だ 入 金 紙 幣 の 下 面 を 支 持 す る 支 持 板 47、
こ の 支 持 板 47の 上 方 に 対 向 す る ベ ル ト 48、 こ の ベ ル ト 48の 入 金 搬 送 部 28d側 の 端 部 側 に 対
向 し ベ ル ト 48に 対 し て 逆 転 す る ゲ ー ト ロ ー ラ 49お よ び ベ ル ト 48と の 間 に 入 金 紙 幣 を 挟 み 込
ん で 入 金 搬 送 部 28dへ 向 け て 搬 送 す る 繰 込 ロ ー ラ 50が そ れ ぞ れ 配 設 さ れ て い る 。 支 持 板 47
は 入 金 口 部 支 持 板 上 下 モ ー タ MH2（ 図 １ ０ 、 図 １ １ 参 照 ） を 用 い た 図 示 し な い 昇 降 機 構 に
よ り 上 下 移 動 し 、 取 込 ロ ー ラ 46、 ベ ル ト 48、 ゲ ー ト ロ ー ラ 49お よ び 繰 込 ロ ー ラ 50は 入 金 口
部 繰 込 モ ー タ MH1（ 図 １ ０ 、 図 １ １ 参 照 ） に よ っ て 回 転 駆 動 さ れ る 。 そ し て 、 入 金 口 43に
挿 入 さ れ た 入 金 紙 幣 を 取 込 ロ ー ラ 46で 下 降 状 態 に あ る 支 持 板 47上 に 取 り 込 ん だ 後 、 支 持 板
47を 上 昇 さ せ て 入 金 紙 幣 を ベ ル ト 48に 押 し 当 て 、 ベ ル ト 48の 回 転 と ゲ ー ト ロ ー ラ 49の 逆 転
と に よ っ て 入 金 紙 幣 を １ 枚 ず つ に 分 離 し 、 １ 枚 分 離 し た 入 金 紙 幣 を ベ ル ト 48と 繰 込 ロ ー ラ
50と の 間 に 挟 み 込 ん で 入 金 搬 送 部 28dに 繰 り 込 む 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 入 金 口 部 16に 接 続 さ れ る 入 金 搬 送 部 28dに は 、 入 金 口 部 16か ら １ 枚 ず つ 繰 り 込 ま れ る 入
金 紙 幣 を 搬 送 す る 上 下 対 の 搬 送 ロ ー ラ 51が 配 置 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ７ ４ 】
　 次 に 、 図 ３ に 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 18を 示 す 。 こ の 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 18は 、 顧 客 が 入 金 口 部
16に 取 り 忘 れ た 取 忘 れ 紙 幣 を 回 収 す る と と も に 、 締 回 収 処 理 時 に 二 千 円 紙 幣 を 回 収 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 18は 、 紙 幣 を 収 納 す る ボ ッ ク ス 55、 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28cを
通 じ て こ の 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28cの 上 下 対 の 搬 送 ロ ー ラ 56か ら 送 り 込 ま れ る 紙 幣
を 受 け 取 っ て ボ ッ ク ス 55内 に 繰 り 込 む 羽 根 車 57を 有 し て い る 。 こ の 羽 根 車 57は 、 羽 根 車 モ
ー タ ME1（ 図 １ ０ 、 図 １ １ 参 照 ） に よ っ て 繰 込 方 向 に 対 応 し て 回 転 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 機 体 11の 係 員 用 操 作 面 13に 対 応 し た 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 18の 後 面 に は 、 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部
18の 後 面 を 開 閉 す る 扉 体 58が 上 端 の 軸 59を 支 点 と し て 開 閉 可 能 に 設 け ら れ て お り 、 こ の 扉
体 58を 開 け て 紙 幣 を 回 収 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 次 に 、 図 ４ に 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19を 示 す 。 こ の 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19は 、 補 充 処 理 時
に 、 出 金 に 利 用 す る 第 １ 金 種 紙 幣 で あ る 千 円 紙 幣 と 第 ２ 金 種 紙 幣 で あ る 万 円 紙 幣 を 所 定 枚
数 ず つ 集 積 収 納 し て １ 枚 ず つ 繰 り 出 し 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用
ス タ ッ カ 22へ 各 紙 幣 を 補 充 し 、 ま た 、 締 回 収 処 理 時 に 、 第 １ 金 種 紙 幣 で あ る 千 円 紙 幣 を 回
収 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19は 、 紙 幣 を 収 納 す る ボ ッ ク ス 65、 こ の ボ ッ ク ス 65を 機 体 11の 係 員
用 操 作 面 13か ら 引 き 出 し 可 能 に 支 持 す る 引 出 体 66、 ボ ッ ク ス 65が 機 体 11内 に 装 填 さ れ た 状
態 で ボ ッ ク ス 65内 を 上 下 方 向 に 移 動 す る 支 持 板 67、 こ の 支 持 板 67の 上 方 に 対 向 す る ベ ル ト
68、 こ の ベ ル ト 68の 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28a側 の 端 部 側 に 対 向 す る ゲ ー ト ロ ー ラ 6
9お よ び ベ ル ト 68と の 間 に 紙 幣 を 挟 み 込 ん で 搬 送 す る ロ ー ラ 70が そ れ ぞ れ 配 設 さ れ て い る
。 支 持 板 67は 支 持 板 上 下 モ ー タ MD1（ 図 １ ０ 、 図 １ １ 参 照 ） を 用 い た 図 示 し な い 昇 降 機 構
に よ り 上 下 移 動 し 、 ベ ル ト 68、 ゲ ー ト ロ ー ラ 69お よ び ロ ー ラ 70は 繰 込 繰 出 モ ー タ MD3（ 図
１ ０ 、 図 １ １ 参 照 ） に よ っ て 回 転 駆 動 さ れ る 。 ゲ ー ト ロ ー ラ 69は 、 ワ ン ウ ェ イ ク ラ ッ チ を
備 え 、 こ の ワ ン ウ ェ イ ク ラ ッ チ の 働 き に よ り 、 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19か ら の 紙 幣 の 繰 出 時
に ベ ル ト 68に 対 し て 逆 転 し て 紙 幣 を １ 枚 分 離 し 、 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19へ の 紙 幣 の 繰 込 時
に 回 転 せ ず に 紙 幣 の 繰 込 み を 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 そ し て 、 補 充 処 理 時 に は 、 補 充 紙 幣 を 収 納 し た ボ ッ ク ス 65を 機 体 11内 に 装 填 し た 後 、 支
持 板 67を 上 昇 さ せ て 補 充 紙 幣 を ベ ル ト 68に 押 し 当 て 、 ベ ル ト 68の 繰 出 回 転 と ゲ ー ト ロ ー ラ
69の 逆 転 と に よ っ て 補 充 紙 幣 を １ 枚 ず つ に 分 離 し 、 １ 枚 分 離 し た 補 充 紙 幣 を ベ ル ト 68と ロ
ー ラ 70と の 間 に 挟 み 込 ん で 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19か ら 繰 り 出 す 。 締 回 収 処 理 時 に は 、 ベ ル
ト 68が 繰 出 回 転 と は 反 対 方 向 に 繰 込 回 転 し 、 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19へ 送 り 込 ま れ る 千 円 紙
幣 を ロ ー ラ 70と の 間 に 挟 み 込 ん で ボ ッ ク ス 65内 に 繰 り 込 ん で 収 納 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19に 接 続 さ れ る 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28aに は 、 補 充 処 理 時
に 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19か ら 繰 り 出 さ れ る 補 充 紙 幣 を 搬 送 す る と と も に 回 収 処 理 時 に 千 円
紙 幣 を 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19に 送 り 込 む 上 下 対 の 搬 送 ロ ー ラ 71が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 次 に 、 図 ５ に リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 20を 示 す 。 こ の リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 20は 、 補 充 時
の リ ジ ェ ク ト 紙 幣 と 出 金 時 お よ び 回 収 時 の リ ジ ェ ク ト 紙 幣 と を 区 分 け し て 収 納 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 20は 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 収 納 す る ボ ッ ク ス 75、 こ の ボ ッ ク ス 75の
リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28hに 連 通 す る 入 口 部 76、 ボ ッ ク ス 75内 に 入 口 部 76と 反 対
側 に 配 置 さ れ る 軸 77を 支 点 と し て 上 下 に 揺 動 す る 仕 切 板 78を 有 し 、 こ の 仕 切 板 78の 下 側 に
補 充 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 79が 形 成 さ れ 、 仕 切 板 78の 上 側 に 出 金 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納
部 80が 形 成 さ れ て い る 。 仕 切 板 78は 、 切 換 板 用 ソ レ ノ イ ド SD（ 図 １ ０ 、 図 １ １ 参 照 ） に よ
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っ て 上 下 に 切 換 揺 動 す る 。 そ し て 、 補 充 処 理 時 に は 、 仕 切 板 78の 先 端 を 入 口 部 76よ り 上 方
に 位 置 さ せ て 、 仕 切 板 78の 下 側 の 補 充 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 79に 補 充 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 収
納 し 、 ま た 、 出 金 処 理 時 お よ び 締 回 収 処 理 時 に は 、 仕 切 板 78の 先 端 を 入 口 部 76よ り 下 方 に
位 置 さ せ て 、 仕 切 板 78の 上 側 の 出 金 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 80に 出 金 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 お
よ び 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 収 納 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 機 体 11の 係 員 用 操 作 面 13に 対 応 し た リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 20の 後 面 に は 、 リ ジ ェ ク ト 紙
幣 収 納 部 20の 後 面 を 開 閉 す る 扉 体 81が 開 閉 可 能 に 設 け ら れ て お り 、 こ の 扉 体 81を 開 け て リ
ジ ェ ク ト 紙 幣 を 回 収 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 20に 接 続 さ れ る リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28hに は 、 リ ジ ェ
ク ト 紙 幣 を リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 20に 送 り 込 む 上 下 対 の 搬 送 ロ ー ラ 82が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 次 に 、 図 ６ に 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22を 示 す 。 こ れ
ら 各 ス タ ッ カ 21， 22は 同 一 構 造 に 形 成 さ れ て お り 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21は 、 第 １ 金
種 紙 幣 の 千 円 紙 幣 （ 図 ６ に は 紙 幣 を 符 号 Ｐ で 示 し 、 以 下 省 略 す る ） を 集 積 収 納 す る と と も
に １ 枚 ず つ 繰 り 出 し 可 能 と し て お り 、 か つ 、 締 回 収 処 理 時 に は 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ
21に 万 円 金 種 を 回 収 し 、 ま た 、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22は 、 第 ２ 金 種 紙 幣 の 万 円 紙 幣 を
集 積 収 納 す る と と も に １ 枚 ず つ 繰 り 出 し 可 能 と し て お り 、 か つ 、 締 回 収 処 理 時 に は 、 第 ２
金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22に 五 千 円 紙 幣 を 回 収 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 各 ス タ ッ カ 21， 22は 、 紙 幣 を 収 納 す る ボ ッ ク ス 85， 85、 こ の ボ ッ ク ス 85， 85内 を 上 下 方
向 に 移 動 す る 支 持 板 86， 86、 こ の 支 持 板 86， 86の 上 方 に 対 向 す る ベ ル ト 87， 87、 支 持 板 86
， 86の 上 方 に 対 向 す る と と も に ベ ル ト 87， 87と は 干 渉 し な い 位 置 で 上 下 方 向 に 移 動 す る 一
時 保 留 板 88， 88、 ベ ル ト 87， 87の 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28gお よ び 第 ２ 金 種 紙
幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28f側 の 端 部 側 に 対 向 す る ゲ ー ト ロ ー ラ 89， 89お よ び ベ ル ト 87， 87
と の 間 に 紙 幣 を 挟 み 込 ん で 搬 送 す る ロ ー ラ 90， 90が そ れ ぞ れ 配 設 さ れ て い る 。 支 持 板 86，
86は 支 持 板 上 下 モ ー タ MC1， MB1（ 図 １ ０ 、 図 １ １ 参 照 ） を 用 い た 図 示 し な い 昇 降 機 構 に よ
り 上 下 移 動 し 、 一 時 保 留 板 88， 88は 一 時 保 留 板 上 下 モ ー タ MC2， MB2（ 図 １ ０ 参 照 ） を 用 い
た 図 示 し な い 昇 降 機 構 に よ り 上 下 移 動 し 、 ベ ル ト 87， 87、 ゲ ー ト ロ ー ラ 89， 89お よ び ロ ー
ラ 90， 90は 繰 込 繰 出 モ ー タ MC3， MB3（ 図 １ ０ 、 図 １ １ 参 照 ） に よ っ て 回 転 駆 動 さ れ る 。 ゲ
ー ト ロ ー ラ 89， 89は 、 ワ ン ウ ェ イ ク ラ ッ チ を 備 え 、 こ の ワ ン ウ ェ イ ク ラ ッ チ の 働 き に よ り
、 各 ス タ ッ カ 21， 22か ら の 紙 幣 の 繰 出 時 に ベ ル ト 87， 87に 対 し て 逆 転 し て 紙 幣 を １ 枚 分 離
し 、 各 ス タ ッ カ 21， 22へ の 紙 幣 の 繰 込 時 に 回 転 せ ず に 紙 幣 の 繰 込 み を 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 そ し て 、 紙 幣 の 繰 出 時 に は 、 支 持 板 86， 86を 上 昇 さ せ て 紙 幣 を ベ ル ト 87， 87に 押 し 当 て
、 ベ ル ト 87， 87の 繰 出 回 転 と ゲ ー ト ロ ー ラ 89， 89の 逆 転 と に よ っ て 紙 幣 を １ 枚 ず つ に 分 離
し 、 １ 枚 分 離 し た 紙 幣 を ベ ル ト 87， 87と ロ ー ラ 90， 90と の 間 に 挟 み 込 ん で 各 搬 送 部 28g， 2
8fに 繰 り 出 す 。 ま た 、 紙 幣 の 収 納 時 に は 、 ベ ル ト 87， 87が 繰 出 回 転 と は 反 対 方 向 に 繰 込 回
転 し 、 各 搬 送 部 28g， 28fか ら 送 り 込 ま れ る 紙 幣 を ロ ー ラ 90， 90と の 間 に 挟 み 込 ん で ボ ッ ク
ス 85， 85内 の 一 時 保 留 板 88， 88上 に 繰 り 込 ん で 一 時 保 留 収 納 し 、 収 納 す る 紙 幣 の 一 時 保 留
完 了 後 の 収 納 指 示 時 に 、 一 時 保 留 板 88， 88を 上 昇 さ せ る こ と に よ り 、 一 時 保 留 紙 幣 は ベ ル
ト 87， 87に 当 接 し て 上 昇 が 止 ま る が 、 ベ ル ト 87， 87と は 干 渉 し な い 位 置 に あ る 一 時 保 留 板
88， 88は 上 昇 を 継 続 し て 逃 げ る た め 、 ベ ル ト 87， 87で 上 昇 が 止 め ら れ て い た 一 時 保 留 紙 幣
は 支 持 板 86， 86上 の 収 納 済 み 紙 幣 に 合 体 し て 収 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 機 体 11の 係 員 用 操 作 面 13に 対 応 し た 各 ス タ ッ カ 21， 22の 後 面 に は 、 各 ス タ ッ カ 21， 22の
後 面 を 開 閉 す る 扉 体 91， 91が 開 閉 可 能 に 設 け ら れ て お り 、 こ の 扉 体 91， 91を 開 け て 紙 幣 を
回 収 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
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　 各 ス タ ッ カ 21， 22に 接 続 さ れ る 各 搬 送 部 28g， 28fに は 、 各 ス タ ッ カ 21， 22か ら 繰 り 出 さ
れ る 紙 幣 を 搬 送 す る と と も に 各 搬 送 部 28g， 28fか ら 各 ス タ ッ カ 21， 22に 紙 幣 を 送 り 込 む 上
下 対 の 搬 送 ロ ー ラ 92， 93が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 次 に 、 図 ７ に 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23を 示 す 。 こ の 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23は 、 第
１ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22と 向 き が 反 対 に な る と と も に 扉
体 91が 設 け ら れ な い だ け で そ の 他 の 基 本 的 な 構 造 は 同 じ に 形 成 さ れ て お り 、 第 ３ 金 種 紙 幣
の 五 千 円 紙 幣 お よ び 第 ４ 金 種 紙 幣 の 二 千 円 紙 幣 を 集 積 収 納 す る と と も に １ 枚 ず つ 繰 り 出 し
可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 す な わ ち 、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23は 、 紙 幣 を 収 納 す る ボ ッ ク ス 85、 こ の ボ ッ ク ス 85
内 を 上 下 方 向 に 移 動 す る 支 持 板 86、 こ の 支 持 板 86の 上 方 に 対 向 す る ベ ル ト 87、 支 持 板 86の
上 方 に 対 向 す る と と も に ベ ル ト 87と は 干 渉 し な い 位 置 で 上 下 方 向 に 移 動 す る 一 時 保 留 板 88
、 ベ ル ト 87の 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28e側 の 端 部 側 に 対 向 す る ゲ ー ト ロ ー ラ 89
お よ び ベ ル ト 87と の 間 に 紙 幣 を 挟 み 込 ん で 搬 送 す る ロ ー ラ 90が そ れ ぞ れ 配 設 さ れ て い る 。
支 持 板 86は 支 持 板 上 下 モ ー タ MA1（ 図 １ ０ 、 図 １ １ 参 照 ） を 用 い た 図 示 し な い 昇 降 機 構 に
よ り 上 下 移 動 し 、 一 時 保 留 板 88は 一 時 保 留 板 上 下 モ ー タ MA2（ 図 １ ０ 、 図 １ １ 参 照 ） を 用
い た 図 示 し な い 昇 降 機 構 に よ り 上 下 移 動 し 、 ベ ル ト 87、 ゲ ー ト ロ ー ラ 89お よ び ロ ー ラ 90は
繰 込 繰 出 モ ー タ MA3（ 図 １ ０ 、 図 １ １ 参 照 ） に よ っ て 回 転 駆 動 さ れ る 。 ゲ ー ト ロ ー ラ 89は
、 ワ ン ウ ェ イ ク ラ ッ チ を 備 え 、 こ の ワ ン ウ ェ イ ク ラ ッ チ の 働 き に よ り 、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス
タ ッ カ 23か ら の 紙 幣 の 繰 出 時 に ベ ル ト 87に 対 し て 逆 転 し て 紙 幣 を １ 枚 分 離 し 、 第 ３ 金 種 紙
幣 用 ス タ ッ カ 23へ の 紙 幣 の 繰 込 時 に 回 転 せ ず に 紙 幣 の 繰 込 み を 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 そ し て 、 紙 幣 の 繰 出 時 に は 、 支 持 板 86を 上 昇 さ せ て 紙 幣 を ベ ル ト 87に 押 し 当 て 、 ベ ル ト
87の 繰 出 回 転 と ゲ ー ト ロ ー ラ 89の 逆 転 と に よ っ て 紙 幣 を １ 枚 ず つ に 分 離 し 、 １ 枚 分 離 し た
紙 幣 を ベ ル ト 87と ロ ー ラ 90と の 間 に 挟 み 込 ん で 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28eに 繰
り 出 す 。 ま た 、 紙 幣 の 収 納 時 に は 、 ベ ル ト 87が 繰 出 回 転 と は 反 対 方 向 に 繰 込 回 転 し 、 第 ３
金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28eか ら 送 り 込 ま れ る 紙 幣 を ロ ー ラ 90と の 間 に 挟 み 込 ん で ボ
ッ ク ス 85内 の 一 時 保 留 板 88上 に 繰 り 込 ん で 一 時 保 留 収 納 し 、 収 納 す る 紙 幣 の 一 時 保 留 完 了
後 の 収 納 指 示 時 に 、 一 時 保 留 板 88を 上 昇 さ せ る こ と に よ り 、 一 時 保 留 紙 幣 は ベ ル ト 87に 当
接 し て 上 昇 が 止 ま る が 、 ベ ル ト 87と は 干 渉 し な い 位 置 に あ る 一 時 保 留 板 88は 上 昇 を 継 続 し
て 逃 げ る た め 、 ベ ル ト 87で 上 昇 が 止 め ら れ て い た 一 時 保 留 紙 幣 を 支 持 板 86上 の 収 納 済 み 紙
幣 に 合 体 し て 収 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23に 接 続 さ れ る 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28eに は 、 第
３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23か ら 繰 り 出 さ れ る 紙 幣 を 搬 送 す る と と も に 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ
カ 用 搬 送 部 28eか ら 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23に 紙 幣 を 送 り 込 む 上 下 対 の 搬 送 ロ ー ラ 94が
配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 次 に 、 図 ８ に 紙 幣 搬 送 路 26を 示 す 。 紙 幣 搬 送 路 26は 、 紙 幣 の 搬 送 を ガ イ ド す る ガ イ ド 溝
111を 形 成 し た ガ イ ド 体 112を 有 し 、 こ の ガ イ ド 体 112は 、 機 体 11に 固 定 的 に 設 け ら れ る 固
定 ガ イ ド 113と 紙 幣 詰 ま り の 解 消 な ど の た め に 固 定 ガ イ ド 113に 対 し て 開 閉 可 能 と す る 開 閉
ガ イ ド 114， 114と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 ガ イ ド 溝 111に は 、 紙 幣 の 一 方 の 面 を ガ イ ド す る ガ イ ド 面 115、 紙 幣 の 他 方 の 面 を ガ イ ド
す る ガ イ ド 面 116、 紙 幣 の 両 側 縁 を ガ イ ド す る ガ イ ド 面 117， 118が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 一 方 の ガ イ ド 面 115に は 、 こ の ガ イ ド 面 115に 沿 っ て 摺 動 可 能 と す る 無 端 状 の 搬 送 ベ ル ト
119が 配 置 さ れ て い る と と も に 、 ガ イ ド 面 115に 形 成 さ れ た 孔 部 120を 通 じ て 搬 送 ベ ル ト 119
を 張 設 す る ロ ー ラ 121が 回 転 可 能 に 配 置 さ れ て い る 。 他 方 の ガ イ ド 面 116に は 、 こ の ガ イ ド
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面 116に 形 成 さ れ た 孔 部 122か ら ガ イ ド 溝 111内 に 突 出 し て 搬 送 ベ ル ト 119と の 間 に 紙 幣 を 挟
み 込 む ピ ン チ ロ ー ラ 123が 回 転 可 能 に 軸 支 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 そ し て 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 紙 幣 搬 送 路 26は 、 ル ー プ 状 搬 送 部 27を 正 逆 回 転 駆 動 す る
搬 送 用 モ ー タ M1、 ル ー プ 状 搬 送 部 27と 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19と を 接 続 す る 補 充 回 収 紙 幣 収
納 部 用 搬 送 部 28aを 正 逆 回 転 駆 動 す る 搬 送 用 モ ー タ M2、 ル ー プ 状 搬 送 部 27と 入 金 口 部 16と
を 接 続 す る 入 金 搬 送 部 28dを 正 逆 回 転 駆 動 す る 搬 送 用 モ ー タ M3、 ル ー プ 状 搬 送 部 27と 出 金
口 部 15と を 接 続 す る 正 逆 搬 送 可 能 な 出 金 搬 送 部 28bを 正 逆 回 転 駆 動 す る 搬 送 用 モ ー タ M4， M
5、 出 金 搬 送 部 28bの 途 中 と 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 18と を 接 続 す る 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28
cを 正 逆 回 転 駆 動 す る 搬 送 用 モ ー タ M6、 ル ー プ 状 搬 送 部 27と 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23と
を 接 続 す る 正 逆 搬 送 可 能 な 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28eを 正 逆 回 転 駆 動 す る 搬 送
用 モ ー タ M7、 ル ー プ 状 搬 送 部 27と 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22と を 接 続 す る 正 逆 搬 送 可 能 な
第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28fを 正 逆 回 転 駆 動 す る 搬 送 用 モ ー タ M8、 ル ー プ 状 搬 送
部 27と 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21と を 接 続 す る 正 逆 搬 送 可 能 な 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用
搬 送 部 28gを 正 逆 回 転 駆 動 す る 搬 送 用 モ ー タ M9、 ル ー プ 状 搬 送 部 27と リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納
部 20と を 接 続 す る 正 逆 搬 送 可 能 な リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28hを 正 逆 回 転 駆 動 す る
搬 送 用 モ ー タ M10を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 さ ら に 、 ル ー プ 状 搬 送 部 27と 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28aと の 接 続 部 に 設 け ら れ る
第 １ の 分 岐 手 段 29aを 切 換 駆 動 す る 分 岐 用 モ ー タ MG1、 ル ー プ 状 搬 送 部 27と 出 金 搬 送 部 28b
と の 接 続 部 に 設 け ら れ る 第 ２ の 分 岐 手 段 29bを 切 換 駆 動 す る 分 岐 用 モ ー タ MG2、 取 忘 れ 紙 幣
収 納 部 用 搬 送 部 28cと 出 金 搬 送 部 28bの 途 中 位 置 と の 接 続 部 に 設 け ら れ る 第 ３ の 分 岐 手 段 29
cを 切 換 駆 動 す る 分 岐 用 モ ー タ MG3、 ル ー プ 状 搬 送 部 27と 入 金 搬 送 部 28dと の 接 続 部 に 設 け
ら れ る 第 ４ の 分 岐 手 段 29dを 切 換 駆 動 す る 分 岐 用 モ ー タ MG4、 ル ー プ 状 搬 送 部 27と 第 ３ 金 種
紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28eと の 接 続 部 に 設 け ら れ る 第 ５ の 分 岐 手 段 29eを 切 換 駆 動 す る 分
岐 用 モ ー タ MG5、 ル ー プ 状 搬 送 部 27と 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28fと の 接 続 部 に 設
け ら れ る 第 ６ の 分 岐 手 段 29fを 切 換 駆 動 す る 分 岐 用 モ ー タ MG6、 ル ー プ 状 搬 送 部 27と 第 １ 金
種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28gと の 接 続 部 に 設 け ら れ る 第 ７ の 分 岐 手 段 29gを 切 換 駆 動 す る
分 岐 用 モ ー タ MG7、 ル ー プ 状 搬 送 部 27と リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28hと の 接 続 部 に 設
け ら れ る 第 ８ の 分 岐 手 段 29hを 切 換 駆 動 す る 分 岐 用 モ ー タ MG8を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 こ れ ら 分 岐 手 段 29a～ 29hの う ち 、 第 １ 、 第 ４ 、 第 ５ の 分 岐 手 段 29a， 29d， 29eは ２ 方 向
に 紙 幣 の 搬 送 を 切 換 可 能 と す る 二 方 向 切 換 機 構 を 備 え 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ６ 、 第 ７ 、 第 ８ の
分 岐 手 段 29b， 29c， 29f， 29g， 29hは 三 方 向 に 紙 幣 の 搬 送 を 切 換 可 能 と す る 三 方 向 切 換 機
構 を 備 え て い る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 次 に 、 図 ９ に 三 方 向 切 換 機 構 を 備 え た 分 岐 手 段 29を 示 す 。 こ の 切 換 手 段 29の 三 方 向 切 換
機 構 131は 、 紙 幣 を 直 進 搬 送 す る 直 進 搬 送 通 路 域 132と こ の 直 進 搬 送 通 路 域 132に 交 差 す る
交 差 搬 送 通 路 域 133と の 間 に 設 け ら れ て い る 。 例 え ば 、 ル ー プ 状 搬 送 部 27と 第 １ 金 種 紙 幣
用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28gと の 接 続 部 に 設 け ら れ る 第 ７ の 分 岐 手 段 29gの 場 合 、 ル ー プ 状 搬 送
部 27が 直 進 搬 送 通 路 域 132に 相 当 し 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28gが 交 差 搬 送 通 路
域 133に 相 当 す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 直 進 搬 送 通 路 域 132の 交 差 搬 送 通 路 域 133側 で あ る 一 面 側 に 回 転 軸 134が 設 け ら れ 、 こ の
回 転 軸 134に よ っ て ガ イ ド 部 材 135が 回 転 可 能 に 配 置 さ れ て い る 。 ガ イ ド 部 材 135の 一 面 に
は 直 線 状 に 形 成 さ れ た 直 進 搬 送 ガ イ ド 面 136が 形 成 さ れ 、 他 面 に は 凹 曲 面 状 に 形 成 さ れ た
曲 折 方 向 ガ イ ド 面 137が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 回 転 軸 134は パ ル ス モ ー タ を 用 い る 分 岐 用 モ ー タ MG2， MG3， MG6， MG7， MG8に よ っ て 回 転
駆 動 し 、 ガ イ ド 部 材 135を 第 １ 位 置 、 第 ２ 位 置 、 第 ３ 位 置 に 切 換 回 動 さ せ る 。 図 ９ (a)に 示
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す 第 １ 位 置 で は 、 ガ イ ド 部 材 135の 直 進 搬 送 ガ イ ド 面 136が 直 進 搬 送 通 路 域 132に 離 間 対 向
し 、 直 進 搬 送 通 路 域 132に 沿 っ て 紙 幣 を 搬 送 す る 分 岐 状 態 と す る 。 図 ９ (b)に 示 す 第 ２ 位 置
で は 、 ガ イ ド 部 材 135の 曲 折 方 向 ガ イ ド 面 137が 直 進 搬 送 通 路 域 132の 一 方 お よ び 交 差 搬 送
通 路 域 133へ 向 け て 対 向 し 、 直 進 搬 送 通 路 域 132の 一 方 と 交 差 搬 送 通 路 域 133と に わ た っ て
紙 幣 を 搬 送 す る 分 岐 状 態 と す る 。 図 ９ (c)に 示 す 第 ３ 位 置 で は 、 ガ イ ド 部 材 135の 曲 折 方 向
ガ イ ド 面 137が 直 進 搬 送 通 路 域 132の 他 方 お よ び 交 差 搬 送 通 路 域 133へ 向 け て 対 向 し 、 直 進
搬 送 通 路 域 132の 他 方 と 交 差 搬 送 通 路 域 133と に わ た っ て 紙 幣 を 搬 送 す る 分 岐 状 態 と す る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 な お 、 各 分 岐 手 段 29の 三 方 向 切 換 機 構 131お よ び 二 方 向 切 換 機 構 と も 分 岐 用 モ ー タ MG1～
MG8に は パ ル ス モ ー タ が 用 い て い る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 な お 、 分 岐 手 段 29域 は 搬 送 ベ ル ト 119と ピ ン チ ロ ー ラ 123が 設 け ら れ て い る が 、 搬 送 ベ ル
ト 119に 代 え 、 ロ ー ラ 121の み の 構 成 で も よ く 、 ピ ン チ ロ ー ラ 123も 駆 動 ロ ー ラ で あ っ て も
よ い 。 ま た 、 分 岐 手 段 29域 以 外 の 紙 幣 搬 送 路 26に つ い て も ロ ー ラ 対 ロ ー ラ 、 ベ ル ト 対 ベ ル
ト 、 あ る い は そ の 組 み 合 わ せ で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 次 に 、 図 １ ０ に は 、 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 に よ る 紙 幣 の 補 充 処 理 、 入 金 処 理 、 出 金 処 理 、
締 回 収 処 理 を 制 御 す る 制 御 部 201を 示 す 。 こ の 制 御 部 201に は 、 機 体 11の 顧 客 用 操 作 面 12に
設 け ら れ 、 入 金 、 出 金 の 各 処 理 モ ー ド や 出 金 額 な ど を 入 力 す る 顧 客 操 作 入 力 部 202と 、 機
体 11の 係 員 用 操 作 面 13に 設 け ら れ 、 補 充 処 理 や 締 回 収 処 理 な ど を 入 力 指 令 す る 係 員 操 作 入
力 部 203と 、 機 体 11の 係 員 用 操 作 面 13に 設 け ら れ 、 各 扉 体 58， 81， 91の 開 放 可 能 表 示 や 補
充 回 収 紙 幣 収 納 部 19の ボ ッ ク ス 65の 引 出 可 能 表 示 な ど を 表 示 す る 係 員 表 示 部 204と 、 出 金
口 部 15、 入 金 口 部 16、 各 収 納 部 18， 19， 20、 各 ス タ ッ カ 21， 22， 23で 紙 幣 を 検 知 す る 収 納
部 用 セ ン サ 群 205と 、 紙 幣 搬 送 路 26の ル ー プ 状 搬 送 部 27や 各 外 方 通 路 部 28で 紙 幣 を 検 知 す
る 紙 幣 搬 送 路 用 セ ン サ 群 206と 、 紙 幣 搬 送 路 26の ル ー プ 状 搬 送 部 26や 各 外 方 通 路 部 28の 搬
送 用 モ ー タ M1～ M10と 、 各 分 岐 手 段 29の 分 岐 用 モ ー タ MG1～ MG8と 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 2
0の 仕 切 板 78を 切 換 駆 動 す る 切 換 板 用 ソ レ ノ イ ド SDと 、 各 ス タ ッ カ 23， 22， 21お よ び 補 充
回 収 紙 幣 収 納 部 19の 支 持 板 上 下 モ ー タ MA1， MB1， MC1， MD1と 、 各 ス タ ッ カ 23， 22， 21の 一
時 保 留 板 上 下 モ ー タ MA2， MB2， MC2と 、 各 ス タ ッ カ 23， 22， 21お よ び 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 1
9の 繰 込 繰 出 モ ー タ MA3， MB3， MC3， MD3と 、 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 18の 羽 根 車 57を 回 転 駆 動 す
る 羽 根 車 モ ー タ ME1、 出 金 口 部 繰 込 繰 出 モ ー タ MF1と 、 出 金 口 部 支 持 板 上 下 モ ー タ MF2と 、
入 金 口 部 繰 込 モ ー タ MH1と 、 入 金 口 部 支 持 板 上 下 モ ー タ MH2と が 接 続 さ れ 、 さ ら に 、 上 位 機
207と 通 信 可 能 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 そ し て 、 制 御 部 201は 、 出 金 処 理 時 、 補 充 処 理 時 、 締 回 収 処 理 時 に お い て 、 各 処 理 に 応
じ て 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ
23、 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19か ら 紙 幣 を 繰 り 出 し 紙 幣 搬 送 路 26へ 送 っ て 紙 幣 識 別 手 段 25で 識
別 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 、 各 処 理 に 対 応 す る 顧 客 用 操 作 口 部 17、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ
21、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22、 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19へ 送 る と と も に 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣
は 、 各 処 理 に 対 応 し て 紙 幣 搬 送 路 26に よ り 正 規 紙 幣 と は 重 複 搬 送 す る こ と な く 搬 送 し て 送
り 込 み 可 能 な 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23、 顧 客 用 操 作 口 部 17の い
ず れ か へ 送 り 込 み 、 各 処 理 完 了 後 お よ び 各 処 理 に お け る 各 金 種 毎 の 処 理 完 了 後 の い ず れ か
で 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23、 顧 客 用 操 作 口
部 17の い ず れ か か ら 繰 り 出 し 紙 幣 搬 送 路 26へ 送 っ て 紙 幣 識 別 手 段 25で 再 識 別 し 、 正 規 の 金
種 紙 幣 は 各 処 理 に 対 応 す る 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21、 第 ２ 金 種
紙 幣 用 ス タ ッ カ 22へ 送 る と と も に 、 再 度 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 と 識 別 さ れ た 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙
幣 収 納 部 20へ 回 収 さ せ る 機 能 を 有 し て い る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 そ し て 、 制 御 部 201は 、 締 回 収 処 理 時 に お い て 、 次 の 制 御 ス テ ッ プ １ ～ ４ の 機 能 を 有 し
て い る 。
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【 ０ １ ０ ８ 】
　 締 回 収 処 理 の 第 １ 制 御 ス テ ッ プ で は 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21か ら 千 円 紙 幣 を 繰 り 出
し て 紙 幣 搬 送 路 26で 識 別 し 、 正 規 の 千 円 紙 幣 は 空 状 態 に あ る 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19へ 回 収
す る と と も に 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 一 時 保 留 部 と し て 機 能 さ せ る 顧 客 用 操 作
口 部 17の 出 金 口 部 15へ 一 時 保 留 し 、 繰 出 中 の 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21を 空 に す る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 締 回 収 処 理 の 第 ２ 制 御 ス テ ッ プ で は 、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22か ら 万 円 紙 幣 を 繰 り 出
し て 紙 幣 搬 送 路 26で 識 別 し 、 正 規 の 万 円 紙 幣 は 前 回 空 に な っ た 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21
へ 回 収 す る と と も に 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 一 時 保 留 部 と し て 機 能 さ せ る 顧 客
用 操 作 口 部 17の 出 金 口 部 15へ 一 時 保 留 し 、 繰 出 中 の 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22を 空 に す る
。
【 ０ １ １ ０ 】
　 締 回 収 処 理 の 第 ３ 制 御 ス テ ッ プ で は 、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23の 二 千 円 紙 幣 、 五 千 円
紙 幣 を 繰 り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 26で 識 別 し 、 正 規 の 五 千 円 紙 幣 は 前 回 空 に な っ た 第 ２ 金 種 紙
幣 用 ス タ ッ カ 22へ 回 収 し 、 二 千 円 紙 幣 は 空 状 態 の 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 18（ 取 忘 れ 紙 幣 は 回 収
し た 状 態 で 行 う ） へ 回 収 し 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 一 時 保 留 部 と し て 機 能 さ せ
る 顧 客 用 操 作 口 部 17の 出 金 口 部 15へ 一 時 保 留 し 、 繰 出 中 の 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23を 空
に す る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 締 回 収 処 理 の 第 ４ 制 御 ス テ ッ プ で は 、 全 金 種 の 締 回 収 処 理 完 了 後 に 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を
顧 客 用 操 作 口 部 17の 出 金 口 部 15か ら １ 枚 ず つ 繰 り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 26を 経 由 し て 第 ３ 金 種
紙 幣 用 ス タ ッ カ 23へ 移 し か え 、 こ の 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23か ら リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 1枚
ず つ 繰 り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 26で 再 識 別 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 対 応 す る 金 種 紙 幣 を 回 収 し た
補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19、 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21， 22、 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 18
へ 回 収 し 、 再 度 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 と 識 別 さ れ た リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 20の
出 金 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 80へ 回 収 す る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 こ の よ う に 、 締 回 収 処 理 の 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ の 各 制 御 ス テ ッ プ を 通 じ て 、 千 円 紙
幣 、 万 円 紙 幣 、 五 千 円 紙 幣 、 二 千 円 紙 幣 は 識 別 計 数 後 に 金 種 別 に 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19、
第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21， 22、 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 18へ 回 収 し 、 リ ジ ェ ク ト 紙
幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 20へ 回 収 さ せ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 の 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 の 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 ま ず 、 機 体 11内 に 紙 幣 が 収 納 さ れ て い な い 初 期 の 補 充 処 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19の ボ ッ ク ス 65を 引 き 出 し 、 こ の ボ ッ ク ス 65内 に 出 金 に 利 用 す る 千
円 紙 幣 お よ び 万 円 紙 幣 を 所 定 枚 数 ず つ 収 納 し 、 ボ ッ ク ス 65を 機 体 11に 装 填 す る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 係 員 操 作 入 力 部 203で 補 充 処 理 を 指 令 す る こ と に よ り 、 補 充 処 理 の 第 １ 制 御 ス テ ッ プ お
よ び 第 ２ 制 御 ス テ ッ プ を 順 に 行 う 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 補 充 処 理 の 第 １ 制 御 ス テ ッ プ で は 、 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19か ら 補 充 紙 幣 を 紙 幣 搬 送 路 26
の 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28aに １ 枚 ず つ 繰 り 出 し 、 こ の 補 充 紙 幣 を 、 補 充 回 収 紙 幣
収 納 部 用 搬 送 部 28aお よ び 第 １ の 分 岐 手 段 29aを 経 て ル ー プ 状 搬 送 部 27に 合 流 さ せ 、 ル ー プ
状 搬 送 部 27で 図 １ 反 時 計 回 方 向 で あ る 順 搬 送 方 向 に 搬 送 す る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 ル ー プ 状 搬 送 部 27を 順 搬 送 方 向 に 搬 送 す る 補 充 紙 幣 を 紙 幣 識 別 手 段 25で 識 別 し 、 識 別 の
結 果 、 正 規 の 万 円 紙 幣 は 第 ６ の 分 岐 手 段 29fで 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28fに 分 岐
し て 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22に 収 納 し 、 正 規 の 千 円 紙 幣 は 第 ７ の 分 岐 手 段 29gで 第 １ 金
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種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28gに 分 岐 し て 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21に 収 納 し 、 ま た 、 識
別 不 能 な 補 充 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は 第 ５ の 分 岐 手 段 29eで 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28e
に 分 岐 し て 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23に 収 納 す る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 ま た 、 補 充 処 理 の 第 ２ 制 御 ス テ ッ プ は 、 補 充 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 が 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ
23に 収 納 し た 場 合 に の み 行 う 。 す な わ ち 、 こ の 補 充 処 理 の 第 ２ 制 御 ス テ ッ プ で は 、 補 充 回
収 紙 幣 収 納 部 19に 収 納 さ れ て い た 全 て の 紙 幣 を 繰 り 出 し 識 別 し て 対 応 す る 収 納 場 所 へ 収 納
完 了 し た 後 、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23に 収 納 さ れ た 補 充 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 第 ３ 金 種 紙 幣
用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28eに １ 枚 ず つ 繰 り 出 し 、 こ の 補 充 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 、 第 ３ 金 種 紙 幣
用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28eお よ び 第 ５ の 分 岐 手 段 29eを 経 て ル ー プ 状 搬 送 部 27に 合 流 さ せ 、 ル
ー プ 状 搬 送 部 27で 図 １ 時 計 回 方 向 で あ る 逆 搬 送 方 向 に 搬 送 す る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 ル ー プ 状 搬 送 部 27を 逆 搬 送 方 向 に 搬 送 す る 補 充 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 紙 幣 識 別 手 段 25で 識 別
し 、 再 識 別 の 結 果 、 正 規 で あ る と 識 別 さ れ た 千 円 紙 幣 は 第 ７ の 分 岐 手 段 29gで 第 １ 金 種 紙
幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28gに 分 岐 し て 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21に 収 納 し 、 正 規 で あ る と
識 別 さ れ た 万 円 紙 幣 は 第 ６ の 分 岐 手 段 29fで 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28fに 分 岐 し
て 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22に 収 納 し 、 再 識 別 し て も 識 別 不 能 な 補 充 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は 第
８ の 分 岐 手 段 29hで リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28hに 分 岐 し て リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 20
に 収 納 す る 。 こ の と き 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 20で は 、 仕 切 板 78の 先 端 を 上 方 へ 揺 動 さ せ
、 補 充 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 仕 切 板 78の 下 側 の 補 充 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 79に 収 納 す る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 こ の よ う に 、 補 充 処 理 時 に お い て 、 補 充 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は 、 紙 幣 搬 送 路 26に よ り 正 規 紙
幣 と は 重 複 搬 送 す る こ と な く 搬 送 し て 送 り 込 み 可 能 な 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23へ 送 り 込
み 、 補 充 処 理 完 了 後 に 、 補 充 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23か ら 繰 り 出 し 紙
幣 搬 送 路 26へ 送 っ て 紙 幣 識 別 手 段 25で 再 識 別 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 収 納 金 種 に 対 応 す る 第
１ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22へ 送 る と と も に 、 再 度 リ ジ ェ ク
ト 紙 幣 と 識 別 さ れ た 補 充 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 20へ 回 収 さ せ る こ と に よ
り 、 補 充 処 理 時 の 補 充 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の リ ジ ェ ク ト 率 を 低 減 し 、 正 規 紙 幣 と し て 有 効 使 用
で き 、 さ ら に 、 紙 幣 搬 送 路 26で 補 充 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 正 規 紙 幣 と 重 複 搬 送 す る こ と な く 、
紙 幣 の 搬 送 を ス ム ー ズ に で き る と と も に 、 専 用 の リ ジ ェ ク ト 紙 幣 一 時 保 留 部 を 設 け る こ と
な く 、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23を 利 用 し て 補 充 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 一 時 保 留 で き 、 小 形 に
構 成 で き る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 次 に 、 入 金 処 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 顧 客 が 顧 客 操 作 入 力 部 202で 入 金 処 理 モ ー ド を 指 定 す る こ と に よ り 、 入 金 口 43の シ ャ ッ
タ 45を 開 く 。 顧 客 が 入 金 紙 幣 を 入 金 口 部 16に 挿 入 し 、 そ れ を 検 知 す る こ と に よ り 、 入 金 紙
幣 を 入 金 口 部 16内 に 取 り 込 み 、 シ ャ ッ タ 45を 閉 じ る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 入 金 口 部 16に 取 り 込 ん だ 入 金 紙 幣 を 入 金 搬 送 部 28dに １ 枚 ず つ 繰 り 出 し 、 こ の 入 金 紙 幣
を 、 入 金 搬 送 部 28d、 第 ４ の 分 岐 手 段 29dを 経 て ル ー プ 状 搬 送 部 27に 合 流 さ せ 、 ル ー プ 状 搬
送 部 27で 図 １ 反 時 計 回 方 向 で あ る 順 搬 送 方 向 に 搬 送 す る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 ル ー プ 状 搬 送 部 27を 順 搬 送 方 向 に 搬 送 す る 入 金 紙 幣 を 紙 幣 識 別 手 段 25で 識 別 し 、 識 別 の
結 果 、 正 規 の 二 千 円 紙 幣 お よ び 五 千 円 紙 幣 は 第 ５ の 分 岐 手 段 29eで 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ
カ 用 搬 送 部 28eに 分 岐 し て 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23に 収 納 し 、 正 規 の 万 円 紙 幣 は 第 ６ の
分 岐 手 段 29fで 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28fに 分 岐 し て 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22
に 収 納 し 、 正 規 の 千 円 紙 幣 は 第 ７ の 分 岐 手 段 29gで 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28gに
分 岐 し て 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21に 収 納 す る 。 こ の と き 、 各 ス タ ッ カ 21， 22， 23内 に は
支 持 板 86， 86， 86上 に 集 積 さ れ て い る 収 納 済 み 紙 幣 上 に 一 時 保 留 板 88， 88， 88が 位 置 し て

10

20

30

40

50

(24) JP 2006-127131 A 2006.5.18



お り 、 各 ス タ ッ カ 21， 22， 23に 送 り 込 ま れ た 入 金 紙 幣 は 一 時 保 留 板 88， 88， 88上 に 集 積 し
て 一 時 保 留 す る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 識 別 の 結 果 、 識 別 不 能 な 入 金 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は 、 第 ２ の 分 岐 手 段 29bで ル ー プ 状 搬 送 部 2
7か ら 出 金 搬 送 部 28bに 分 岐 し 、 出 金 搬 送 部 28bお よ び 第 ３ の 分 岐 手 段 29cを 経 て 出 金 口 部 15
の 出 金 紙 幣 一 時 保 留 部 36に 収 納 す る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 入 金 口 部 16か ら 全 て の 入 金 紙 幣 が 繰 り 出 し 識 別 し て 対 応 す る 収 納 場 所 へ 収 納 し た 後 、 顧
客 用 操 作 面 12に 設 置 さ れ て い る 表 示 部 で 識 別 結 果 を 表 示 し 、 顧 客 に 入 金 承 認 か 入 金 キ ャ ン
セ ル か を 確 認 す る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 そ し て 、 顧 客 操 作 入 力 部 202で 入 金 承 認 を 指 令 し た 場 合 、 入 金 収 納 処 理 を 開 始 す る 。 こ
の 入 金 収 納 処 理 で は 、 各 ス タ ッ カ 21， 22， 23に お い て 、 一 時 保 留 板 88， 88， 88を 上 昇 さ せ
る こ と に よ り 、 一 時 保 留 紙 幣 は 上 方 の ベ ル ト 87， 87， 87に 当 接 し て 上 昇 が 止 ま る が 、 ベ ル
ト 87， 87， 87と は 干 渉 し な い 位 置 に あ る 一 時 保 留 板 88， 88， 88は 上 昇 を 継 続 し て 逃 げ る た
め 、 ベ ル ト 87， 87， 87で 上 昇 が 止 め ら れ て い た 一 時 保 留 紙 幣 を 支 持 板 86， 86， 86上 の 収 納
済 み 紙 幣 に 合 体 さ せ て 収 納 す る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 入 金 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 が 識 別 さ れ て い な か っ た 場 合 に は こ れ で 入 金 処 理 を 終 了 し 、 一 方 、
入 金 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 が 識 別 さ れ て 出 金 口 部 15の 出 金 紙 幣 一 時 保 留 部 36に 収 納 さ れ て い る 場
合 に は 、 出 金 口 35の シ ャ ッ タ 37を 開 き 、 出 金 紙 幣 一 時 保 留 部 36か ら 入 金 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を
出 金 口 35に 繰 り 出 し て 顧 客 に よ り 取 出 可 能 と す る 。 顧 客 が 入 金 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 取 り 出 し
た こ と を 検 知 す れ ば 、 シ ャ ッ タ 37を 閉 じ 、 入 金 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 ま た 、 顧 客 が 入 金 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 所 定 時 間 以 内 に 取 り 出 さ な い と き は 取 忘 れ 紙 幣 と し
て 出 金 搬 送 部 28b、 第 ３ の 分 岐 手 段 29c、 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28cを 経 て 、 取 忘 れ 紙
幣 収 納 部 18へ 回 収 し 、 入 金 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 ま た 、 顧 客 が 顧 客 操 作 入 力 部 202で 入 金 キ ャ ン セ ル を 指 令 し た 場 合 、 入 金 返 却 処 理 を 開
始 す る 。 こ の 入 金 返 却 処 理 で は 、 正 規 と 識 別 さ れ て 各 ス タ ッ カ 21， 22， 23に 収 納 し た 合 計
金 額 分 を 千 円 紙 幣 と 万 円 紙 幣 と の 組 合 せ で 返 却 す る も の で 、 仮 に 二 千 円 紙 幣 お よ び 五 千 円
紙 幣 が 入 金 さ れ て い て も こ れ ら は 返 却 せ ず 千 円 紙 幣 と 万 円 紙 幣 と の 組 合 せ で 返 却 す る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 各 ス タ ッ カ 21， 22， 23で は 、 一 時 保 留 板 88， 88， 88を 上 昇 さ せ る こ と に よ り 、 一 時 保 留
紙 幣 は 上 方 の ベ ル ト 87， 87， 87に 当 接 し て 上 昇 が 止 ま る が 、 ベ ル ト 87， 87， 87と は 干 渉 し
な い 位 置 に あ る 一 時 保 留 板 88， 88， 88は 上 昇 を 継 続 し て 逃 げ る た め 、 ベ ル ト 87， 87， 87で
上 昇 が 止 め ら れ て い た 一 時 保 留 紙 幣 は 支 持 板 86， 86， 86上 の 収 納 済 み 紙 幣 に 合 体 す る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 そ の 後 、 ま ず 、 例 え ば 、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22か ら 入 金 返 却 に 必 要 な 枚 数 分 の 入 金
返 却 万 円 紙 幣 を 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28fに １ 枚 ず つ 繰 り 出 し 、 こ の 入 金 返 却
万 円 紙 幣 を 、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28fお よ び 第 ６ の 分 岐 手 段 29fを 経 て ル ー プ
状 搬 送 部 27に 合 流 さ せ 、 ル ー プ 状 搬 送 部 27で 図 １ 時 計 回 方 向 で あ る 逆 搬 送 方 向 に 搬 送 す る
。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 ル ー プ 状 搬 送 部 27を 逆 搬 送 方 向 に 搬 送 す る 入 金 返 却 万 円 紙 幣 を 紙 幣 識 別 手 段 25で 識 別 し
、 識 別 の 結 果 、 正 規 の 入 金 返 却 万 円 紙 幣 は 、 第 ２ の 分 岐 手 段 29bで ル ー プ 状 搬 送 部 27か ら
出 金 搬 送 部 28bに 分 岐 し 、 出 金 搬 送 部 28bお よ び 第 ３ の 分 岐 手 段 29cを 経 て 出 金 口 部 15の 出
金 紙 幣 一 時 保 留 部 36に 収 納 す る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 こ の 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22か ら の 入 金 返 却 万 円 紙 幣 の 繰 り 出 し 完 了 後 、 第 １ 金 種 紙
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幣 用 ス タ ッ カ 21か ら 入 金 返 却 に 必 要 な 枚 数 分 の 入 金 返 却 千 円 紙 幣 を 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ
カ 用 搬 送 部 28gに １ 枚 ず つ 繰 り 出 し 、 こ の 入 金 返 却 千 円 紙 幣 を 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ
用 搬 送 部 28gお よ び 第 ７ の 分 岐 手 段 29gを 経 て ル ー プ 状 搬 送 部 27に 合 流 さ せ 、 ル ー プ 状 搬 送
部 27で 図 １ 時 計 回 方 向 で あ る 逆 搬 送 方 向 に 搬 送 す る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 ル ー プ 状 搬 送 部 27を 逆 搬 送 方 向 に 搬 送 す る 入 金 返 却 千 円 紙 幣 を 紙 幣 識 別 手 段 25で 識 別 し
、 識 別 の 結 果 、 正 規 の 入 金 返 却 千 円 紙 幣 は 、 第 ２ の 分 岐 手 段 29bで ル ー プ 状 搬 送 部 27か ら
出 金 搬 送 部 28bに 分 岐 し 、 出 金 搬 送 部 28bお よ び 第 ３ の 分 岐 手 段 29cを 経 て 出 金 口 部 15の 出
金 紙 幣 一 時 保 留 部 36に 収 納 す る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 入 金 返 却 に 必 要 な 入 金 返 却 紙 幣 を 出 金 口 部 15の 出 金 紙 幣 一 時 保 留 部 36に 収 納 し た ら 、 出
金 口 35の シ ャ ッ タ 37を 開 き 、 出 金 紙 幣 一 時 保 留 部 36か ら 入 金 返 却 紙 幣 を 出 金 口 35に 繰 り 出
し て 顧 客 に よ り 取 出 可 能 と す る 。 顧 客 が 入 金 返 却 紙 幣 を 取 り 出 し た こ と を 検 知 す れ ば 、 シ
ャ ッ タ 37を 閉 じ 、 入 金 返 却 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 ま た 、 出 金 口 35に 入 金 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 ま た は 入 金 返 却 紙 幣 を 繰 り 出 し た 際 に は 、 そ れ ら
紙 幣 が 顧 客 に よ り 取 り 出 さ れ た か 否 か を 監 視 し 、 所 定 時 間 経 過 し て も そ れ ら 紙 幣 が 取 り 出
さ れ な い 場 合 に は 取 忘 れ 紙 幣 と し て 取 忘 れ 紙 幣 回 収 処 理 を す る 。 こ の 取 忘 れ 紙 幣 回 収 処 理
で は 、 出 金 口 35の 取 忘 れ 紙 幣 を 出 金 口 部 15内 に 取 り 込 み 、 シ ャ ッ タ 37を 閉 じ る 。 出 金 口 部
15に 取 り 込 ん だ 取 忘 れ 紙 幣 を 出 金 搬 送 部 28bに １ 枚 ず つ 繰 り 出 し 、 こ の 取 忘 れ 紙 幣 を 、 出
金 搬 送 部 28b、 第 ３ の 分 岐 手 段 29c、 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28cを 経 て 取 忘 れ 紙 幣 収 納
部 18に 回 収 す る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 次 に 、 出 金 処 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 顧 客 が 顧 客 操 作 入 力 部 202で 出 金 処 理 モ ー ド を 指 定 し 、 出 金 金 額 を 入 力 す る こ と に よ り
、 出 金 処 理 の 第 １ 制 御 ス テ ッ プ 、 第 ２ 制 御 ス テ ッ プ お よ び 第 ３ 制 御 ス テ ッ プ を 順 に 行 う 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 出 金 は 、 千 円 紙 幣 と 万 円 紙 幣 と の 組 合 せ で 出 金 す る も の で 、 出 金 金 額 分 に 必 要 な 千 円 紙
幣 お よ び 万 円 紙 幣 毎 の 枚 数 を 求 め る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 ま ず 、 出 金 処 理 の 第 １ 制 御 ス テ ッ プ で は 、 例 え ば 、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22か ら 出 金
に 必 要 な 枚 数 分 の 出 金 万 円 紙 幣 を 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28fに １ 枚 ず つ 繰 り 出
し 、 こ の 出 金 万 円 紙 幣 を 、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28fお よ び 第 ６ の 分 岐 手 段 29f
を 経 て ル ー プ 状 搬 送 部 27に 合 流 さ せ 、 ル ー プ 状 搬 送 部 27で 図 １ 時 計 回 方 向 で あ る 逆 搬 送 方
向 に 搬 送 す る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 ル ー プ 状 搬 送 部 27を 逆 搬 送 方 向 に 搬 送 す る 出 金 万 円 紙 幣 を 紙 幣 識 別 手 段 25で 識 別 し 、 識
別 の 結 果 、 正 規 の 出 金 万 円 紙 幣 は 、 第 ２ の 分 岐 手 段 29bで ル ー プ 状 搬 送 部 27か ら 出 金 搬 送
部 28bに 分 岐 し 、 出 金 搬 送 部 28bお よ び 第 ３ の 分 岐 手 段 29cを 経 て 出 金 口 部 15の 出 金 紙 幣 一
時 保 留 部 36に 収 納 す る 。 ま た 、 識 別 の 結 果 、 識 別 不 能 な 出 金 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は 、 第 １ の 分
岐 手 段 29aで ル ー プ 状 搬 送 部 27か ら 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28aに 分 岐 し 、 こ の 補 充 回
収 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28aを 経 て 補 充 処 理 で 空 状 態 に あ る 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19に 収 納 す
る 。 １ 枚 の 出 金 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 が 識 別 さ れ る 毎 に 、 そ の 分 の 出 金 万 円 紙 幣 を 第 ２ 金 種 紙 幣
用 ス タ ッ カ 22か ら 追 加 し て 繰 り 出 し 、 出 金 に 必 要 な 枚 数 分 の 出 金 万 円 紙 幣 を 出 金 口 部 15の
出 金 紙 幣 一 時 保 留 部 36に 収 納 す る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 こ の 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22か ら の 出 金 万 円 紙 幣 の 繰 り 出 し 完 了 後 、 第 １ 金 種 紙 幣 用
ス タ ッ カ 21か ら 出 金 に 必 要 な 枚 数 分 の 出 金 千 円 紙 幣 を 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28
gに １ 枚 ず つ 繰 り 出 し 、 こ の 出 金 千 円 紙 幣 を 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28gお よ び
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第 ７ の 分 岐 手 段 29gを 経 て ル ー プ 状 搬 送 部 27に 合 流 さ せ 、 ル ー プ 状 搬 送 部 27で 図 １ 時 計 回
方 向 で あ る 逆 搬 送 方 向 に 搬 送 す る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 ル ー プ 状 搬 送 部 27を 逆 搬 送 方 向 に 搬 送 す る 出 金 千 円 紙 幣 を 紙 幣 識 別 手 段 25で 識 別 し 、 識
別 の 結 果 、 正 規 の 出 金 千 円 紙 幣 は 、 第 ２ の 分 岐 手 段 29bで ル ー プ 状 搬 送 部 27か ら 出 金 搬 送
部 28bに 分 岐 し 、 出 金 搬 送 部 28bお よ び 第 ３ の 分 岐 手 段 29cを 経 て 出 金 口 部 15の 出 金 紙 幣 一
時 保 留 部 36に 収 納 す る 。 ま た 、 識 別 の 結 果 、 識 別 不 能 な 出 金 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は 、 第 １ の 分
岐 手 段 29aで ル ー プ 状 搬 送 部 27か ら 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28aに 分 岐 し 、 こ の 補 充 回
収 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28aを 経 て 補 充 処 理 で 空 状 態 に あ る 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19に 収 納 す
る 。 １ 枚 の 出 金 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 が 識 別 さ れ る 毎 に 、 そ の 分 の 出 金 千 円 紙 幣 を 第 １ 金 種 紙 幣
用 ス タ ッ カ 21か ら 追 加 し て 繰 り 出 し 、 出 金 に 必 要 な 枚 数 分 の 出 金 千 円 紙 幣 を 出 金 口 部 15の
出 金 紙 幣 一 時 保 留 部 36に 収 納 す る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 そ し て 、 出 金 に 必 要 な 出 金 紙 幣 を 出 金 口 部 15の 出 金 紙 幣 一 時 保 留 部 36に 収 納 し た ら 、 出
金 口 35の シ ャ ッ タ 37を 開 き 、 出 金 紙 幣 一 時 保 留 部 36か ら 出 金 紙 幣 を 出 金 口 35に 繰 り 出 し て
顧 客 に よ り 取 出 可 能 と す る 。 顧 客 が 出 金 紙 幣 を 取 り 出 し た こ と を 検 知 す れ ば 、 シ ャ ッ タ 37
を 閉 じ 、 出 金 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 ま た 、 出 金 処 理 の 第 ２ 制 御 ス テ ッ プ は 、 出 金 紙 幣 の 取 り 忘 れ が 発 生 し た 場 合 に の み 行 う
。 す な わ ち 、 こ の 出 金 処 理 の 第 ２ 制 御 ス テ ッ プ で は 、 出 金 口 35に 繰 り 出 さ れ た 出 金 紙 幣 が
顧 客 に よ り 取 り 出 さ れ た か 否 か を 監 視 し 、 所 定 時 間 経 過 し て も 出 金 紙 幣 が 取 り 出 さ れ な い
場 合 に は 取 忘 れ 紙 幣 と し て 取 忘 れ 紙 幣 回 収 処 理 を す る 。 こ の 取 忘 れ 紙 幣 回 収 処 理 で は 、 出
金 口 35の 取 忘 れ 紙 幣 を 出 金 口 部 15内 に 取 り 込 み 、 シ ャ ッ タ 37を 閉 じ る 。 出 金 口 部 15に 取 り
込 ん だ 取 忘 れ 紙 幣 を 出 金 搬 送 部 28bに １ 枚 ず つ 繰 り 出 し 、 こ の 取 忘 れ 紙 幣 を 、 出 金 搬 送 部 2
8b、 第 ３ の 分 岐 手 段 29c、 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28cを 経 て 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 18に 回 収
す る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 出 金 処 理 の 第 ３ 制 御 ス テ ッ プ は 、 出 金 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19に 収 納 し
た 場 合 に の み 行 う 。 す な わ ち 、 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19か ら 出 金 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 紙 幣 搬 送
路 26の 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28aに １ 枚 ず つ 繰 り 出 し 、 こ の 出 金 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を
、 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28aお よ び 第 １ の 分 岐 手 段 29aを 経 て ル ー プ 状 搬 送 部 27に 合
流 さ せ 、 ル ー プ 状 搬 送 部 27で 図 １ 反 時 計 回 方 向 で あ る 順 搬 送 方 向 に 搬 送 す る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 ル ー プ 状 搬 送 部 27を 順 搬 送 方 向 に 搬 送 す る 出 金 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 紙 幣 識 別 手 段 25で 識 別
し 、 識 別 の 結 果 、 正 規 の 万 円 紙 幣 は 第 ６ の 分 岐 手 段 29fで 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送
部 28fに 分 岐 し て 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22に 収 納 し 、 正 規 の 千 円 紙 幣 は 第 ７ の 分 岐 手 段 2
9gで 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28gに 分 岐 し て 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21に 収 納 し
、 ま た 、 識 別 不 能 な 出 金 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は 第 ８ の 分 岐 手 段 29hで リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 用
搬 送 部 28hに 分 岐 し て リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 20に 収 納 す る 。 こ の と き 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収
納 部 20で は 、 仕 切 板 78の 先 端 を 下 方 へ 揺 動 さ せ 、 出 金 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 仕 切 板 78の 上 側 の
出 金 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 80に 収 納 す る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 こ の よ う に 、 出 金 処 理 時 に お い て 、 出 金 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は 、 紙 幣 搬 送 路 26に よ り 正 規 紙
幣 と は 重 複 搬 送 す る こ と な く 搬 送 し て 送 り 込 み 可 能 な 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19へ 送 り 込 み 、
出 金 処 理 完 了 後 に 、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19か ら 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 用 搬
送 部 28aへ 繰 り 出 し 紙 幣 搬 送 路 26へ 送 っ て 紙 幣 識 別 手 段 25で 再 識 別 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は
収 納 金 種 に 対 応 す る 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22へ 送 る と
と も に 、 再 度 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 と 識 別 さ れ た 出 金 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 20
へ 回 収 さ せ る こ と に よ り 、 出 金 処 理 時 の 出 金 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の リ ジ ェ ク ト 率 を 低 減 し 、 正
規 紙 幣 と し て 有 効 使 用 で き 、 さ ら に 、 紙 幣 搬 送 路 26で 出 金 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 正 規 紙 幣 と 重
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複 搬 送 す る こ と な く 、 紙 幣 の 搬 送 を ス ム ー ズ に で き る と と も に 、 専 用 の 出 金 リ ジ ェ ク ト 紙
幣 一 時 保 留 部 を 設 け る こ と な く 、 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19を 利 用 し て 出 金 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を
一 時 保 留 で き 、 小 形 に 構 成 で き る 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 次 に 、 締 回 収 処 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 係 員 が 係 員 操 作 入 力 部 203で 締 回 収 処 理 を 指 令 す る こ と に よ り 、 締 回 収 処 理 の 第 １ 制 御
ス テ ッ プ 、 第 ２ 制 御 ス テ ッ プ 、 第 ３ 制 御 ス テ ッ プ お よ び 第 ４ 制 御 ス テ ッ プ を 順 に 行 う 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 ま ず 、 締 回 収 処 理 の 第 １ 制 御 ス テ ッ プ で は 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21か ら 全 て の 回 収
千 円 紙 幣 を 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28gに １ 枚 ず つ 繰 り 出 し 、 こ の 回 収 千 円 紙 幣
を 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28gお よ び 第 ７ の 分 岐 手 段 29gを 経 て ル ー プ 状 搬 送 部
27に 合 流 さ せ 、 ル ー プ 状 搬 送 部 27で 図 １ 時 計 回 方 向 で あ る 逆 搬 送 方 向 に 搬 送 す る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 ル ー プ 状 搬 送 部 27を 順 搬 送 方 向 に 搬 送 す る 回 収 千 円 紙 幣 を 紙 幣 識 別 手 段 25で 識 別 し 、 識
別 の 結 果 、 正 規 の 回 収 千 円 紙 幣 は 、 第 １ の 分 岐 手 段 29aで ル ー プ 状 搬 送 部 27か ら 補 充 回 収
紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28aに 分 岐 し 、 こ の 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28aを 経 て 補 充 処 理 で
空 状 態 に あ る 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19に 回 収 す る 。 ま た 、 識 別 の 結 果 、 識 別 不 能 な 回 収 リ ジ
ェ ク ト 紙 幣 は 、 第 ２ の 分 岐 手 段 29bで ル ー プ 状 搬 送 部 27か ら 出 金 搬 送 部 28bに 分 岐 し 、 出 金
搬 送 部 28bお よ び 第 ３ の 分 岐 手 段 29cを 経 て 出 金 口 部 15の 出 金 紙 幣 一 時 保 留 部 36に 収 納 す る
。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 こ の よ う に 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21か ら 全 て の 回 収 千 円 紙 幣 を 繰 り 出 し 、 正 規 の 回
収 千 円 紙 幣 を 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19に 収 納 し 、 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 出 金 口 部 15の 出 金 紙
幣 一 時 保 留 部 36に 収 納 し 、 千 円 紙 幣 回 収 用 の 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21を 空 に す る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 続 い て 、 締 回 収 処 理 の 第 ２ 制 御 ス テ ッ プ で は 、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22か ら 全 て の 回
収 万 円 紙 幣 を 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28fに １ 枚 ず つ 繰 り 出 し 、 こ の 回 収 万 円 紙
幣 を 、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28fお よ び 第 ６ の 分 岐 手 段 29fを 経 て ル ー プ 状 搬 送
部 27に 合 流 さ せ 、 ル ー プ 状 搬 送 部 27で 図 １ 時 計 回 方 向 で あ る 逆 搬 送 方 向 に 搬 送 す る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 ル ー プ 状 搬 送 部 27を 逆 搬 送 方 向 に 搬 送 す る 回 収 万 円 紙 幣 を 紙 幣 識 別 手 段 25で 識 別 し 、 識
別 の 結 果 、 正 規 の 回 収 万 円 紙 幣 は 、 第 ７ の 分 岐 手 段 29gで ル ー プ 状 搬 送 部 27か ら 第 １ 金 種
紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28gに 分 岐 し 、 こ の 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28gを 経 て 前
回 空 に な っ た 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21に 回 収 す る 。 ま た 、 識 別 の 結 果 、 識 別 不 能 な 回 収
リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は 、 第 ２ の 分 岐 手 段 29bで ル ー プ 状 搬 送 部 27か ら 出 金 搬 送 部 28bに 分 岐 し 、
出 金 搬 送 部 28bお よ び 第 ３ の 分 岐 手 段 29cを 経 て 出 金 口 部 15の 出 金 紙 幣 一 時 保 留 部 36に 収 納
す る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 こ の よ う に 、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22か ら 全 て の 回 収 万 円 紙 幣 を 繰 り 出 し 、 正 規 の 回
収 万 円 紙 幣 を 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21に 収 納 し 、 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 出 金 口 部 15の 出
金 紙 幣 一 時 保 留 部 36に 収 納 し 、 五 千 円 紙 幣 回 収 用 の 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22を 空 に す る
。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 続 い て 、 締 回 収 処 理 の 第 ３ 制 御 ス テ ッ プ で は 、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23か ら 全 て の 回
収 二 千 円 紙 幣 お よ び 回 収 五 千 円 紙 幣 を 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28eに １ 枚 ず つ 繰
り 出 し 、 こ れ ら 回 収 二 千 円 紙 幣 お よ び 回 収 五 千 円 紙 幣 を 、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送
部 28eお よ び 第 ５ の 分 岐 手 段 29eを 経 て ル ー プ 状 搬 送 部 27に 合 流 さ せ 、 ル ー プ 状 搬 送 部 27で
図 １ 時 計 回 方 向 で あ る 逆 搬 送 方 向 に 搬 送 す る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
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　 ル ー プ 状 搬 送 部 27を 逆 搬 送 方 向 に 搬 送 す る 回 収 二 千 円 紙 幣 お よ び 回 収 五 千 円 紙 幣 を 紙 幣
識 別 手 段 25で 識 別 し 、 識 別 の 結 果 、 正 規 の 回 収 二 千 円 紙 幣 は 第 ２ の 分 岐 手 段 29bで ル ー プ
状 搬 送 部 27か ら 出 金 搬 送 部 28bに 分 岐 し 、 出 金 搬 送 部 28b、 第 ３ の 分 岐 手 段 29cお よ び 取 忘
れ 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28cを 経 て 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 18に 回 収 し 、 正 規 の 回 収 五 千 円 紙 幣 は
第 ６ の 分 岐 手 段 29fで 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28fに 分 岐 し て 前 回 空 に な っ た 第 ２
金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22に 回 収 す る 。 ま た 、 識 別 の 結 果 、 識 別 不 能 な 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は
、 第 ２ の 分 岐 手 段 29bで ル ー プ 状 搬 送 部 27か ら 出 金 搬 送 部 28bに 分 岐 し 、 出 金 搬 送 部 28bお
よ び 第 ３ の 分 岐 手 段 29cを 経 て 出 金 口 部 15の 出 金 紙 幣 一 時 保 留 部 36に 収 納 す る 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 こ の よ う に 、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23か ら 全 て の 回 収 二 千 円 紙 幣 お よ び 回 収 五 千 円 紙
幣 を 繰 り 出 し 、 正 規 の 回 収 二 千 円 紙 幣 を 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 18に 回 収 し 、 正 規 の 回 収 五 千 円
紙 幣 を 空 状 態 に あ る 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22に 収 納 し 、 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 出 金 口 部
15の 出 金 紙 幣 一 時 保 留 部 36に 収 納 し 、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23を 空 に す る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 ま た 、 締 回 収 処 理 の 第 ４ 制 御 ス テ ッ プ は 、 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 出 金 口 部 15の 出 金 紙 幣
一 時 保 留 部 36に 収 納 し た 場 合 に の み 行 う 。 す な わ ち 、 こ の 出 金 処 理 の 第 ４ 制 御 ス テ ッ プ で
は 、 出 金 口 部 15の 出 金 紙 幣 一 時 保 留 部 36か ら 全 て の 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 出 金 搬 送 部 28b
に １ 枚 ず つ 繰 り 出 し 、 こ の 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 、 出 金 搬 送 部 28b、 第 ３ の 分 岐 手 段 29cお
よ び 第 ２ の 分 岐 手 段 29bを 経 て ル ー プ 状 搬 送 部 27に 合 流 さ せ 、 ル ー プ 状 搬 送 部 27で 図 １ 反
時 計 回 方 向 で あ る 順 搬 送 方 向 に 搬 送 し 、 第 ５ の 分 岐 手 段 29eで 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用
搬 送 部 28eに 分 岐 し て 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23に 収 納 す る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23に 収 納 さ れ た 全 て の 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス
タ ッ カ 用 搬 送 部 28eに １ 枚 ず つ 繰 り 出 し 、 こ の 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス
タ ッ カ 用 搬 送 部 28eお よ び 第 ５ の 分 岐 手 段 29eを 経 て ル ー プ 状 搬 送 部 27に 合 流 さ せ 、 ル ー プ
状 搬 送 部 27で 図 １ 時 計 回 方 向 で あ る 逆 搬 送 方 向 に 搬 送 す る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 ル ー プ 状 搬 送 部 27を 逆 搬 送 方 向 に 搬 送 す る 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 紙 幣 識 別 手 段 25で 識 別
し 、 再 識 別 の 結 果 、 正 規 の 回 収 二 千 円 紙 幣 は 第 ２ の 分 岐 手 段 29bで ル ー プ 状 搬 送 部 27か ら
出 金 搬 送 部 28bに 分 岐 し て こ の 出 金 搬 送 部 28b、 第 ３ の 分 岐 手 段 29cお よ び 取 忘 れ 紙 幣 収 納
部 用 搬 送 部 28cを 経 て 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 18に 回 収 し 、 正 規 の 回 収 千 円 紙 幣 は 第 １ の 分 岐 手
段 29aで ル ー プ 状 搬 送 部 27か ら 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28aに 分 岐 し て 補 充 回 収 紙 幣 収
納 部 19に 回 収 し 、 正 規 の 回 収 万 円 紙 幣 は 第 ７ の 分 岐 手 段 29gで ル ー プ 状 搬 送 部 27か ら 第 １
金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部 28gに 分 岐 し て 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21に 回 収 し 、 正 規 の
回 収 五 千 円 紙 幣 は 第 ６ の 分 岐 手 段 29fで ル ー プ 状 搬 送 部 27か ら 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用
搬 送 部 28fに 分 岐 し て 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22に 回 収 す る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 再 識 別 し て も 識 別 不 能 な 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は 第 ８ の 分 岐 手 段 29hで リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収
納 部 用 搬 送 部 28hに 分 岐 し て リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 20に 収 納 す る 。 こ の と き 、 リ ジ ェ ク ト
紙 幣 収 納 部 20で は 、 仕 切 板 78の 先 端 を 下 方 へ 揺 動 さ せ 、 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 仕 切 板 78の
上 側 の 出 金 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 80に 収 納 す る 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 こ の よ う に 、 締 回 収 処 理 時 に お い て 、 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は 、 顧 客 用 操 作 口 部 17の 出 金
口 部 15へ 一 時 保 留 し 、 全 金 種 の 締 回 収 処 理 完 了 後 、 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 顧 客 用 操 作 口 部
17の 出 金 口 部 15か ら 繰 り 出 し 紙 幣 搬 送 路 26へ 送 っ て 空 の 第 ３ 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23へ 移 し か え
、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23か ら 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を １ 枚 ず つ 繰 り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 26
へ 送 っ て 紙 幣 識 別 手 段 25で 再 識 別 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 対 応 す る 金 種 紙 幣 を 回 収 し た 補 充
回 収 紙 幣 収 納 部 19、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22、 取 忘 れ 紙 幣
収 納 部 18へ 回 収 し 、 再 度 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 と 識 別 さ れ た 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙
幣 収 納 部 20へ 回 収 さ せ る こ と に よ り 、 締 回 収 処 理 時 の 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の リ ジ ェ ク ト 率
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を 低 減 し 、 正 規 紙 幣 と し て 有 効 使 用 で き 、 さ ら に 、 紙 幣 搬 送 路 26で 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を
正 規 紙 幣 と 重 複 搬 送 す る こ と な く 、 紙 幣 の 搬 送 を ス ム ー ズ に で き る と と も に 、 専 用 の リ ジ
ェ ク ト 紙 幣 一 時 保 留 部 を 設 け る こ と な く 、 顧 客 用 操 作 口 部 17の 出 金 口 部 15を 利 用 し て 回 収
リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 一 時 保 留 で き 、 小 形 に 構 成 で き る 。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 し か も 、 締 回 収 処 理 時 に お い て 、 制 御 部 201に よ る 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ４ の 各 制 御 ス
テ ッ プ を 通 じ て 、 第 １ 金 種 紙 幣 、 第 ２ 金 種 紙 幣 、 第 ３ 金 種 紙 幣 、 第 ４ 金 種 紙 幣 を 識 別 計 数
後 に 金 種 別 に 機 体 11の 後 面 側 か ら 各 紙 幣 を 取 り 出 せ る 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19、 第 １ 金 種 紙
幣 用 ス タ ッ カ 21、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22、 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 18へ 回 収 し 、 回 収 リ ジ ェ
ク ト 紙 幣 を 機 体 11の 後 面 側 か ら 紙 幣 が 取 り 出 せ る リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 20へ 回 収 す る こ と
に よ り 、 回 収 専 用 の 回 収 部 を 機 体 11の 後 面 側 に 設 け る 必 要 が な く 機 体 11の 高 さ を 低 く で き
、 さ ら に 、 回 収 す る 第 １ な い し 第 ４ 金 種 紙 幣 に つ い て 識 別 計 数 し た 後 に 回 収 で き て 回 収 後
の 識 別 計 数 作 業 の 手 間 や 時 間 を 省 く こ と が で き 、 ま た 、 紙 幣 搬 送 路 26を 正 逆 搬 送 可 能 に 構
成 す る こ と に よ り 、 紙 幣 の 搬 送 方 向 を 自 由 に 選 択 で き て 好 適 な 搬 送 形 態 を 採 る こ と が で き
、 回 収 専 用 の 回 収 部 を 設 け る 必 要 が な い こ と も 相 ま っ て 紙 幣 搬 送 路 26を コ ン パ ク ト に で き
る 。
【 ０ １ ６ ８ 】
　 ま た 、 締 回 収 処 理 時 の 第 １ 制 御 ス テ ッ プ で 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21の 回 収 千 円 紙 幣 を
繰 り 出 し て 正 規 の 金 種 紙 幣 を 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19へ 回 収 さ せ た 後 、 第 ２ 制 御 ス テ ッ プ で
第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22の 回 収 万 円 紙 幣 を 繰 り 出 し て 正 規 の 金 種 紙 幣 を 空 に な っ た 第 １
金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21へ 回 収 さ せ る こ と に よ り 、 例 え ば 、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22の 回
収 万 円 紙 幣 を 繰 り 出 し た 後 に 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21の 回 収 千 円 紙 幣 を 繰 り 出 し た と き
の よ う に 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21か ら 繰 り 出 し た 未 識 別 紙 幣 と 識 別 後 で 第 １ 金 種 紙 幣
用 ス タ ッ カ 21を 通 過 し て 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22に 回 収 す る 紙 幣 と を 重 複 搬 送 す る 領 域
が 生 じ る こ と が な く 、 紙 幣 の 搬 送 を ス ム ー ズ に で き る 。
【 ０ １ ６ ９ 】
　 ま た 、 ２ 金 種 混 在 収 納 用 ス タ ッ カ で あ る 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23に 第 ３ 金 種 紙 幣 で あ
る 五 千 円 紙 幣 と 第 ４ 金 種 紙 幣 で あ る 二 千 円 紙 幣 と を ２ 金 種 混 在 収 納 す る こ と に よ り 、 ４ 金
種 の 紙 幣 を 処 理 で き 、 顧 客 の 利 便 性 を 向 上 で き 、 し か も 、 締 回 収 処 理 時 の 紙 幣 繰 出 順 序 を
、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23の
順 に し た こ と に よ り 、 紙 幣 搬 送 路 26で 重 複 搬 送 域 が 生 じ る こ と が な く 、 紙 幣 の 搬 送 を ス ム
ー ズ に で き る 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 ま た 、 正 逆 搬 送 可 能 な 紙 幣 搬 送 路 26に 、 紙 幣 識 別 手 段 25を 設 け た ル ー プ 状 搬 送 部 27、 ル
ー プ 状 搬 送 部 27か ら ル ー プ 外 に 延 び る 複 数 の 外 方 通 路 部 28、 ル ー プ 状 搬 送 部 27と 各 外 方 通
路 部 28と の 接 続 部 に 三 方 向 切 換 機 構 131を 備 え た 各 分 岐 手 段 29b， 29f， 29g， 29hを 含 む 分
岐 手 段 29を 設 け 、 ま た 、 外 方 通 路 部 28の 出 金 搬 送 路 28b中 に も 三 方 向 切 換 機 構 131を 備 え た
第 ３ の 分 岐 手 段 29cを 含 む 分 岐 手 段 29を 設 け 、 紙 幣 識 別 手 段 25を ル ー プ 状 搬 送 部 27に お い
て 顧 客 用 操 作 口 部 17の 下 方 で 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23の 上 方 の 上 下 空 間 域 に 配 置 し た 構
成 と す る こ と に よ り 、 紙 幣 の 搬 送 方 向 を 自 由 に 選 択 で き て 好 適 な 搬 送 形 態 を 採 る こ と が で
き 、 紙 幣 搬 送 路 26を コ ン パ ク ト に で き る 。
【 ０ １ ７ １ 】
　 ま た 、 三 方 向 切 換 機 構 131は 、 直 進 搬 送 ガ イ ド 面 136お よ び 曲 折 方 向 ガ イ ド 面 137を 有 す
る ガ イ ド 部 材 135を 用 い る こ と に よ り 、 三 方 向 切 換 機 構 131に よ る 紙 幣 の 三 方 向 へ の 切 り 換
え が 簡 単 な 構 造 に で き 、 そ れ に よ っ て 紙 幣 搬 送 路 26の 構 造 も 簡 略 化 で き る 。
【 ０ １ ７ ２ 】
　 ま た 、 機 体 11の 前 面 側 を 顧 客 が 操 作 で き る 顧 客 用 操 作 面 12と し て 構 成 で き 、 機 体 11の 後
面 側 を 係 員 が 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 18、 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 20、 第
１ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22な ど を 操 作 で き る 係 員 用 操 作 面 13と
し て 構 成 で き 、 顧 客 用 操 作 面 12と 係 員 用 操 作 面 13と が 機 体 11の 前 面 側 と 後 面 側 と に 区 分 さ
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れ 、 紙 幣 の 補 充 処 理 、 入 金 処 理 、 出 金 処 理 、 締 回 収 処 理 の 操 作 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ １ ７ ３ 】
　 な お 、 前 記 実 施 の 形 態 の よ う に 千 円 紙 幣 、 二 千 円 紙 幣 、 五 千 円 紙 幣 、 万 円 紙 幣 の ４ 金 種
を 取 り 扱 え る よ う に す れ ば 顧 客 の 利 便 性 が 向 上 す る が 、 二 千 円 紙 幣 を 除 い た 千 円 紙 幣 、 五
千 円 紙 幣 、 万 円 紙 幣 の ３ 金 種 の み を 取 り 扱 う よ う に し て も よ く 、 こ の 場 合 、 第 ３ 金 種 紙 幣
用 ス タ ッ カ 23に は 五 千 円 紙 幣 の み を 収 納 し 、 締 回 収 処 理 時 に は 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 18に は 紙
幣 を 回 収 し な い 。
【 ０ １ ７ ４ 】
　 こ の ３ 金 種 を 取 り 扱 う 場 合 も 、 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 再 識 別 に つ い て は 、 ４ 金 種 の 場 合
と 同 様 で あ る 。 す な わ ち 、 顧 客 用 操 作 口 部 17の 出 金 口 部 15へ 一 時 保 留 し た 回 収 リ ジ ェ ク ト
紙 幣 は 、 全 ３ 金 種 の 締 回 収 処 理 完 了 後 、 出 金 口 部 15か ら 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を １ 枚 ず つ 繰
り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 26を 通 じ て 空 の 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23へ 移 し 、 全 て の 回 収 リ ジ ェ
ク ト 紙 幣 を 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23へ 移 し 終 っ た あ と 、 こ の 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23
か ら 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を １ 枚 ず つ 繰 り 出 し て 紙 幣 搬 送 路 26へ 送 り 、 紙 幣 識 別 手 段 25で 再
識 別 し 、 正 規 の 金 種 紙 幣 は 対 応 す る 金 種 紙 幣 を 回 収 し た 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19、 第 １ 金 種
紙 幣 用 ス タ ッ カ 21、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22へ 回 収 し 、 再 度 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 と 識 別 さ れ
た 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 20へ 回 収 す る 。
【 ０ １ ７ ５ 】
　 と こ ろ が 、 ３ 金 種 を 取 り 扱 う 場 合 で あ っ て も 、 第 １ の 分 岐 手 段 29aと し て 三 方 向 切 換 機
構 131を 用 い る 場 合 は 、 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 再 識 別 ル ー ト は 違 っ て く る 。 つ ま り 、 回 収
リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 顧 客 用 操 作 口 部 17の 出 金 口 部 15か ら 空 の 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23へ 移
し か え る 必 要 は な く 、 顧 客 用 操 作 口 部 17の 出 金 口 部 15か ら １ 枚 ず つ 繰 り 出 さ れ る 回 収 リ ジ
ェ ク ト 紙 幣 は そ の ま ま 識 別 さ れ る の で あ る 。 す な わ ち 、 顧 客 用 換 作 口 部 17の 出 金 口 部 15か
ら １ 枚 ず つ 繰 り 出 さ れ る 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 は 、 出 金 搬 送 部 28bを 通 じ て 図 １ 反 時 計 方 向
の 順 方 向 搬 送 を す る ル ー プ 状 搬 送 部 27へ 送 ら れ 、 紙 幣 識 別 手 段 25で 再 識 別 さ れ 、 正 規 の 金
種 紙 幣 は 対 応 す る 金 種 紙 幣 を 回 収 し た 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21
、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22へ 回 収 さ れ 、 再 度 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 と 識 別 さ れ た 回 収 リ ジ ェ ク
ト 紙 幣 は リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 20へ 回 収 さ れ る の で あ る 。
【 ０ １ ７ ６ 】
　 そ し て 、 三 方 向 切 換 機 構 131を 用 い る 第 １ の 分 岐 手 段 29aで 切 り 換 え ら れ る 三 方 向 と は 、
補 充 時 に 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19か ら 繰 り 出 さ れ る 補 充 紙 幣 が 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部
28aを 経 由 し て 図 １ 反 時 計 方 向 （ 順 方 向 ） 搬 送 を す る ル ー プ 状 搬 送 部 27へ 送 り 込 ま れ る 第
１ の 方 向 と 、 回 収 時 に 図 １ 時 計 方 向 （ 逆 方 向 ） 搬 送 を す る ル ー プ 状 搬 送 部 27内 を 搬 送 さ れ
る 千 円 紙 幣 が 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28aへ 送 ら れ る 第 ２ の 方 向 と 、 回 収 リ ジ ェ ク ト
紙 幣 の う ち 再 識 別 に よ り 正 規 紙 幣 と 識 別 さ れ た 千 円 紙 幣 が 、 図 １ 反 時 計 方 向 （ 順 方 向 ） 搬
送 を す る ル ー プ 状 搬 送 部 27か ら 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部 28aへ 送 ら れ る 第 ３ の 方 向 で
あ る 。
【 ０ １ ７ ７ 】
　 ま た 、 ３ 金 種 を 取 り 扱 う 場 合 で 、 第 １ の 分 岐 手 段 29aと し て 三 方 向 切 換 機 構 131を 用 い る
場 合 は 、 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 再 識 別 は 、 全 金 種 の 締 回 収 処 理 完 了 後 に 限 定 さ れ る も の で
は な く 、 各 金 種 毎 の 締 回 収 処 理 完 了 後 、 あ る い は ま た 顧 客 用 操 作 口 部 17の 出 金 口 部 15へ 収
納 さ れ る 回 収 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 の 量 が 所 定 量 に な っ た と き で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ７ ８ 】
　 ま た 、 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21は 千 円 収 納 お よ び 万 円 回 収 と し 、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ
ッ カ 22は 万 円 収 納 お よ び 五 千 円 回 収 と し 、 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 23は 二 千 円 収 納 お よ び
五 千 円 収 納 と し た が 、 こ れ ら に 限 ら れ る も の で は な く 、 任 意 に 設 定 す る こ と が で き 、 紙 幣
搬 送 路 26で 重 複 搬 送 域 が 生 じ な け れ ば よ り 都 合 が よ い 。
【 ０ １ ７ ９ 】
　 ま た 、 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 18、 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 19、 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 20、 第 １ 金
種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 21、 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 22の 形 態 に つ い て は 、 機 体 11の 後 面 側 か ら
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紙 幣 を 取 り 出 せ れ ば よ く 、 機 体 11か ら 後 方 へ 引 き 出 せ な い が 機 体 11の 後 面 側 に 設 け ら れ る
扉 の 開 放 に よ っ て 紙 幣 を 取 り 出 せ る 形 態 、 機 体 11か ら 後 方 に 所 定 量 引 き 出 せ る 形 態 、 機 体
11か ら 後 方 に 引 き 出 し て 取 り 出 せ る 形 態 の い ず れ で も よ く 、 そ れ ら の 形 態 を 組 み 合 わ せ て
も よ い 。
【 ０ １ ８ ０ 】
　 ま た 、 補 充 処 理 時 、 出 金 処 理 時 、 締 回 収 処 理 時 に お い て 、 紙 幣 の １ 回 目 の 識 別 で 識 別 不
能 と 識 別 さ れ た リ ジ ェ ク ト 紙 幣 を 再 識 別 す る こ と に よ っ て リ ジ ェ ク ト 率 を 低 減 で き る が 、
紙 幣 の １ 回 目 の 識 別 で 識 別 不 能 と 識 別 さ れ た リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 20に 直 接 回 収 す る よ う
に し て も よ く 、 こ の 場 合 に は 各 処 理 に か か る 時 間 を 短 く で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ８ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 示 す 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 の 内 部 構 造 を 示 す 側 面 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 同 上 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 の 顧 客 用 操 作 口 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 上 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 の 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 上 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 の 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 上 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 の リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 上 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 の 第 １ お よ び 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 上 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 の 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 同 上 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 の 紙 幣 搬 送 路 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 同 上 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 の 三 方 向 切 換 機 構 を 示 し 、 (a)は ガ イ ド 部 材 が 第 １ の 位
置 に 位 置 す る 切 換 状 態 の 側 面 図 、 (b)ガ イ ド 部 材 が 第 ２ の 位 置 に 位 置 す る 切 換 状 態 の 側 面
図 、 (c)ガ イ ド 部 材 が 第 ３ の 位 置 に 位 置 す る 切 換 状 態 の 側 面 図 、 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 同 上 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 同 上 循 環 式 紙 幣 入 出 金 機 に 用 い る モ ー タ お よ び ソ レ ノ イ ド を 図 示 し た 側 面 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ８ ２ 】
　 11　 　 機 体
　 15　 　 出 金 口 部
　 16　 　 入 金 口 部
　 17　 　 顧 客 用 操 作 口 部
　 18　 　 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部
　 19　 　 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部
　 20　 　 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部
　 21　 　 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ
　 22　 　 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ
　 23　 　 ２ 金 種 混 在 収 納 用 ス タ ッ カ と し て の 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ
　 25　 　 紙 幣 識 別 手 段
　 26　 　 紙 幣 搬 送 路
　 27　 　 ル ー プ 状 搬 送 部
　 28　 　 外 方 通 路 部
　 28a 　 補 充 回 収 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部
　 28b 　 出 金 搬 送 部
　 28c 　 取 忘 れ 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部
　 28d 　 入 金 搬 送 部
　 28e 　 第 ３ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部
　 28f 　 第 ２ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部
　 28g 　 第 １ 金 種 紙 幣 用 ス タ ッ カ 用 搬 送 部
　 28h 　 リ ジ ェ ク ト 紙 幣 収 納 部 用 搬 送 部
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　 29　 　 分 岐 手 段
　 29a 　 第 １ の 分 岐 手 段
　 29b 　 第 ２ の 分 岐 手 段
　 29c 　 第 ３ の 分 岐 手 段
　 29d 　 第 ４ の 分 岐 手 段
　 29e 　 第 ５ の 分 岐 手 段
　 29f 　 第 ６ の 分 岐 手 段
　 29g 　 第 ７ の 分 岐 手 段
　 29h 　 第 ８ の 分 岐 手 段
　 131 　 三 方 向 切 換 機 構
　 132 　 直 進 搬 送 通 路 域
　 133 　 交 差 搬 送 通 路 域
　 134 　 回 転 軸
　 135 　 ガ イ ド 部 材
　 136 　 直 進 搬 送 ガ イ ド 面
　 137 　 曲 折 方 向 ガ イ ド 面
　 201 　 制 御 部
　 MG2， MG3， MG6， MG7， MG8 　 パ ル ス モ ー タ を 用 い る 分 岐 用 モ ー タ
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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